
題
字
の
「
や
ま
が
」
は
、

わ
た
し
が
書
き
ま
し
た
。

　
　
佐
藤
　
真み

さ

き

咲
樹
さ
ん

　
　
　
　（
城
北
小
6
年
）
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６
　「子どもたちに地元のスイカとメロンの味を伝え、少しでも農業を身近に感
じてほしい」とＪＡ鹿本園芸部会 ( 部会員 758 人 ) は、昭和 43 年からス
イカとメロンを地元の子どもたちなどに贈っています。今年で 40 回目。
　今年も５月１８日に役員 30 人が、山鹿管内の小学校など 29 施設に届け
ました。悪天候の日が多く、生産者は栽培に大変苦労したそうですが、4 月
に入ってから天気も回復し、糖度の高いおいしいスイカが出来たそうです。
　写真は千田小学校の 6 年生です。「丹精こめて栽培したスイカです」と廣
田幸德同部会鹿央支部長。「給食で食べます。楽しみ」とニッコリと受け取っ
た子どもたちでした。

丹精こめて栽培したスイカです
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21 年度下半期財政状況

平成 21 年度下半期 ( 平成 22 年３月 31 日現在 ) の予
算執行状況、財産、市債 ( 長期借入金 )、一時借入金及
び基金 ( 積立金等 ) の現在高の状況や、平成 21 年度に
実施した主な事業を紹介します。

 …財政課　☎４３−１１１９

Y一般会計

▷ 学校規模適正化事業　▷夢の「とびら」をひらく事業
▷子ども輝きプラン

少
子
化
に
よ
る
学
校
の
小
規
模

化
を
解
消
し
、
安
心
安
全
な
教

育
環
境
を
提
供
し
ま
す

30,161

25,980

歳　入

10,000 20,000 30,000 40,0000

予算額

収入済額

Y特別会計（国民健康保険、老人保健、後期高齢者医療、農業集落排水、介護保険、山鹿市・植木町介護
　　　　　　　 認定審査、簡易水道、六郷・城北・稲田・稲田六郷各財産区）

Y企業会計（水道・病院・下水道事業）

まほろば創生・人輝く温
ぬく

もりの都
ま ち

市やまが

30,161

25,644

歳　出

予算額

支出済額

10,000 20,000 30,000 40,0000

15,147

12,496

歳　入

5,000 10,000 15,000 20,0000

予算額

収入済額

15,147

13,357

歳　出

予算額

支出済額

5,000 10,000 15,000 20,0000

8,939

5,592

2,500 5,000 7,500 10,0000

歳　出

予算額

支出済額

7,710

7,010

2,500 5,000 7,500 10,0000

予算額

収入済額

歳　入

財 政 状 況
平成 21 年度 下半期

▲

Y 心豊かにたくましく生きる人づくり

問合せ

予算の執行状況（単位：百万円）

Y　基金（積立金）の状況

▷プラザファイブ再生支援事業　▷有害鳥獣対策事業
▷がんばる農林業チャレンジ支援事業

▲

商
業
の
核
と
な
る
施
設
の
整
備

を
支
援
し
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す

Y 活力ある産業づくり

一般会計における財政調整や建設改良、運用のた
めなどの積立金の合計

20 年度末現在高 21 年度増減 21 年度末現在高
71 億 9,238 万円 ２億 5,196 万円 74 億 4,434 万円

市民一人あたり（22 年３月末人口：57,404 人） 125,294 円 － 129,683 円
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▷地域医療推進事業　▷医師修学基金操出金
▷子ども医療費助成事業

▲

市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る

た
め
、
地
域
に
出
向
き
健
康
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す

Y 地域とともに支え合う暮らしづくり

21 年度下半期財政状況

Y市債（長期借入金）の借入・償還状況

Y　一時借入金（短期借入金）の借入状況

▲

公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
、
地
球
温
暖
化

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す

▷合併支援道路整備事業　▷地域情報化推進費
▷飲用水整備基本計画策定事業

Y安全で快適な暮らしを支える基盤づくり
▷新エネルギー導入事業　▷環境保全対策事業
▷環境保全型農業確立対策事業

Y 人と自然が共生する環境づくり

▲

合
併
後
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目

指
し
て
、
旧
市
町
間
を
結
ぶ
幹

線
道
路
を
整
備
し
ま
し
た

Y財産の状況

会　計　名 一時借入額

一 般 会 計 20 億円

特 別 会 計 ６億円

会　 計 　名 土　地 建　物 有価証券 出資金 債　権 基　金
一 般 会 計 1,217 万 1,317 ㎡ 34 万 3,062 ㎡ １億 2,093 万円 １億 3,810 万円 11 億 8,469 万円 74 億 4,434 万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 ８億 7,548 万円
農業集落排水事業 ４万 2,048 ㎡ 1,438 ㎡ 432 万円 3,437 万円

　介護保険事業 １億 8,066 万円
　簡易水道事業 8,205 ㎡ 347 ㎡
　六郷財産区 90 万 9,940 ㎡ 260 ㎡ 41 万円 1,955 万円
　城北財産区 109 万 1,720 ㎡ 126 万円 9,352 万円
　稲田財産区 178 万 774 ㎡ 53 万円 279 万円
　稲田六郷財産区 3,380 万円

合　計 1,600 万 4,004 ㎡ 34 万 5,107 ㎡ １億 2,093 万円 １億 4,030 万円 11 億 8,901 万円 86 億 8,451 万円

会　計　名 20 年度３月末借入残高 21 年度３月末借入額 21年度３月末元金償還額 21 年度３月末借入残高
一 般 会 計 305 億 7,901 万円 ２億 5,090 万円 30 億 4,632 万円 277 億 8,359 万円

特別
会計

　農業集落排水事業 87 億 2,668 万円 0 円 ５億 2,660 万円 82 億 8 万円
　簡易水道事業　 10 億 3,289 万円 0 円 5,775 万円 ９億 7,514 万円

企業
会計

　水道事業 12 億 8,048 万円 １億 9,000 万円 3,625 万円 14 億 3,423 万円
　病院事業 13 億 803 万円 27 億 5,870 万円 １億 8,080 万円 38 億 8,593 万円
　下水道事業 66 億 752 万円 ２億 670 万円 ４億 2,934 万円 63 億 8,488 万円

合　計 495 億 3,461 万円 34 億 630 万円 42 億 7,706 万円 486 億 6,385 万円
市民一人あたり(22年３月末） 86 万 2,912 円 － － 84 万 7,743 円



　平成 2 年 6 月 30 日から 7 月 3 日にかけて、県下をおそっ
た集中豪雨。菊池川は警戒水位 3.5m を超える 7m を記録
した。菊池川、吉田川、岩野川の堤防の決壊などで、旧山
鹿市では床上浸水 573 世帯、床下浸水 332 世帯、商工業、
農作物など 29 億を超す大惨事だった。（広報やまがより）

特集

防
災

４
月
７
日
に
ブ
ラ
ジルの
リ
オ
で
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
地
滑
り
が
発
生
、
４
月
14
日
の
午
前
に
は
中
国
青
海
省
で
大
地
震
が

起
き
ま
し
た
。
今
年
度
に
入って
、
世
界
の
各
地
で
起
き
た
信
じ
ら
れ
ない
大
災
害
。
テレビ
で
報
道
さ
れ
る
被
災
地
の
様
子
に

「
わぁ
、
怖い
」「
大
変
ね
」
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
は
、
テレビの
中
の
「
人
ご
と
」
でしょう
か
。「
山
鹿
市

で
は
大
丈
夫
」
とい
う
保
障
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
2
年
の
大
水
害
、
平
成
3
年
の
大
型
台
風
直
撃
、
平
成
17
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
土
砂
災
害
・
・
・
・
。

常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せの
私
た
ち
。
自
然
を
前
に
人
間
は
無
力
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
突
然
やって
く
る
そ
の
時
の
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
対
策
を
身
につけ
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
こ
と
も
で
き
るの
で
す
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
時
期
に
入
り
ま
す
。
そ
の
時
、
自
分
の
命
と
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
す
べき
こ
と
を一緒
に

考
え
て
み
ま
しょう
。

7.2 大水害

　
も
し
、
山
鹿
市
内
で
大
地
震
が
発
生
し
た

ら
…
。
山
が
崩
れ
、
集
落
に
土
石
流
が
流
れ
、

川
が
は
ん
ら
ん
し
、
道
が
寸
断
さ
れ
、
停
電

で
す
べ
て
の
連
絡
手
段
が
途
切
れ
た
ら
…
。

消
防
署
や
消
防
団
、
市
役
所
職
員
が
、
す
ぐ

に
か
け
つ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、
総
力
を
挙
げ
て
災
害
対
策
を
行
い
ま
す

が
、
職
員
自
身
の
被
災
、
同
時
に
各
地
区
で

起
こ
る
災
害
や
火
災
な
ど
で
、
緊
急
車
両
の

ほ
と
ん
ど
が
現
場
へ
の
到
達
が
困
難
と
な
り
、

助
け
が
こ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
時
、
あ
な
た
だ
っ
た
ら
何
を
し
ま
す

か
。
周
り
を
見
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
求
め

ら
れ
る
の
が
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い

る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
お
互
い
協
力
し
な
が

ら
行
う
救
助
や
初
期
消
火
で
す
。

　
平
成
7
年
1
月
7
日
午
前
５
時
46
分
。
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.3
の
地
震
が
、
こ
れ
ま
で
地

震
と
は
無
縁
だ
っ
た
兵
庫
県
で
発
生
し
ま
し

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
建
物
の
崩
壊
や

火
災
な
ど
に
よ
り
、
死
者
６
，
４
３
４
人
、

重
軽
傷
者
３
，
７
９
２
人
、
全
半
壊
家
屋

２
７
４
，
１
８
１
棟
、
焼
失
家
屋
約
７
，

５
０
０
棟
…
な
ど
の
大
惨
事
で
し
た
。
火
災

や
建
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
人
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、

交
通
網
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
途
絶
え
、

都
市
機
能
は
完
全
に
ま
ひ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た

人
た
ち
の
約
９
割
が
、
家
族
・
隣
人
・
通
行

人
な
ど
の
「
近
所
の
人
」
か
ら
助
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
が
モ
デ
ル
と
な
り
、

全
国
各
地
で
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
思
い
で
、
自
主
防
災
組

織
を
結
成
す
る
動
き
が
加
速
し
ま
し
た
。

　　　特集　防災

突然、災害はやってくる
　この写真は、過去に山鹿市内や鹿北町で起きたものです

そ
の
時
、あ
な
た
は
？

自
分
た
ち
が
守
る
、
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
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　平成 3 年 9 月 14 日に台風 17 号が、9
月 27 日の夕方、さらに大型で非常に強
い台風 19 号が九州北部を横断した。熊
本地方気象台始まって以来の最大瞬間風
速を記録し、鹿北町では 50m を超える
暴風に農産物はもとより、家屋、多久神
社の倒壊など多大な被害をもたらした。

　少しでも防災の知識があると、
実際に災害が起きた時の対応が
違う。だから、訓練や講話など
で自主防災組織を支援していき
ます。
　まず防災マップで、自分がど
んな場所に住んでいるかを確認
してください。管内は地滑りな
ど危険個所が多いので驚くと思
います。常に危機意識をもって
生活すると危険意識も自然と高
まります。願いは、機能する組
織になること。自分が組織の中
で、何の役割を担っているのか
を頭に入れて、防災訓練にも望
んでほしいですね。

　地震、大雨など国内外で甚大
な被害をもたらす大災害が発生
しています。これらを発生地域
だけの「教訓」とはせずに、山
鹿地域の災害対策に役立てたい
ですね。
　大災害では、みんなが被災者
になります。避難にしても救助
にしても、一人一人が勝手に行
動しては混乱を招くだけなので、
市では自主防災組織の結成を推
進しています。
　市民と自主防災組織、行政、
消防が連携を密にとって一体と
なり、防災活動を行っていくこ
とで被害を最小限にとどめるこ
とができるはずです。
　　　　　

　平成 17 年 7 月 8 日〜 12 日に梅雨前線が活発
化して停滞し、大分県と熊本県が大雨に。特に鹿
北町では、10 日に１時間の雨量が 92 ㎜になるな
ど、非常に激しく猛烈な雨が降った。期間の合計
降水量が 431 ㎜に達し、土砂災害が山や田畑だけ
で 300 ヵ所出る大惨事となった。

Interview

梅雨前線による大災害

台風 17 号・19 号直撃

　
山
鹿
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
、

希
薄
す
る
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
で
、「
安
全
で

住
み
や
す
い
地
域
」
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
、

集
落
単
位
で
の
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
特
に
山
間
部
の
鹿
北
地
域
で
は
、

48
集
落
全
域
で
の
組
織
結
成
を
熱
望
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
入
っ
て
、
鹿
北
1
、
鹿
央
2
な
ど

3
地
区
の
自
主
防
災
組
織
が
新
た
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
防
災
の
基
本
は
、
行
政
が
行
う
「
公
助
」、

住
民
一
人
一
人
が
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
「
自
助
」、
住
民
が
助
け
あ
い
、
地
域
の
安

全
を
み
ん
な
で
守
る
と
い
う
「
共
助
」
の
３
つ

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
う
ま
く

連
携
を
保
つ
こ
と
で
、
防
災
意
識
が
、
よ
り
強

く
な
る
の
で
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の
大
規
模
な
災

害
が
発
生
す
る
と
、
交
通
の
阻
害
な
ど
か
ら
公

的
防
災
関
係
機
関
の
活
動
は
著
し
く
低
下
し
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
が
起
き
た
ら
「
守
ら

れ
る
」と
い
う
考
え
だ
け
で
な
く
、「
自
分
で
守
る
」

「
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
こ
と
も
プ
ラ
ス
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
し
か
し
、
お
願
い
で
す
。
普
段
は
当
た
り
前

の
機
能
で
も
停
止
し
て
し
ま
う
大
災
害
。
災
害

の
瞬
間
、
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
取
材
の
中
で
も
、

池
田
消
防
署
長
は
「
消
防
も
同
じ
。
自
分
の
命

が
な
い
と
、
人
は
助
け
ら
れ
な
い
。
ま
ず
は
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
事
。
そ
れ

か
ら
、
お
互
い
協
力
し
て
助
け
る
」
と
力
を
込

め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
然
を
前
に
す
る
と
、
文
明
が
い
く
ら
発
達

し
て
も
、
人
間
の
力
は
無
力
で
す
。
発
生
す
る

自
然
災
害
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
起
き
る
前
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、
災
害
に
対
す
る
対
策

や
心
構
え
を
身
に
つ
け
、
非
常
品
な
ど
を
準
備

し
て
お
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、「
注
意
報
」「
警
報
」

な
ど
の
情
報
も
き
ち
ん
と
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
早
め
早
め
の
行
動
が
、
被
害
を
最
小

限
に
押
さ
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
作
っ
た
地
域
で
は
、
防
災

訓
練
、
避
難
所
の
確
認
、
地
域
の
危
険
個
所
マッ

プ
づ
く
り
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
「
備
え
」
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
備
え
が
、
災
害
に
強
い
地
域

への一
歩
と
な
る
の
で
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。「
そ
の
時
」に
、備
え
を
。

常に危機意識をもって
生活を

山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

　

　
　
　
池
田
清
山
鹿
消
防
署
長

市民と行政、消防が連
携して防災活動を

山
鹿
市
災
害
対
策
本
部
長

　
　
　
中
嶋
憲
正
山
鹿
市
長
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▷角田さよ子さん / 霍口美保子さん /
　萩尾幸子さん / 塚本小夜子さん /
　川口洋子さん

菊鹿町下本分の頭
ず ご う

合地区では、平成 19年 4月 1日に福祉防
災組織を結成。5月の連休に毎年、防災訓練が行われています。
今回は一緒に参加しました。

▶消防団が減少している中、「今、
災害が起きたらどうするか」という
ことで社会福祉協議会に相談。その
後、福祉防災組織を立ち上げました。
訓練にも慣れたのですが、本当は、
ここからが大事。素人でできるとこ
ろまでは精一杯やる。しっかり消防
などの救助の手伝いをしたいと思い
ます。

▶バケツリレーで火を消しまし
た。みんなで力を合わせて消す
ことができたのでよかったです。

▶空になったバケツをがんばって
運びました。消えて良かったです。

▶活動をするようになって、地域の
つながりが出ましたね。この活動が
なかったら、顔を合わせない人も多
い。バケツリレーは、ことあるごと
に訓練中です。春の草刈りや敬老会
終了後にも訓練しました。敬老会に
参加したお年寄りみんなでバケツリ
レーをしたんですよ。訓練しないと
いざという時が、できません。

▶この福祉防災組織は、まさに地域
おこしですよ。矢旗まつりや観音ま
つり。ほかにも、みんなで、そばを
栽培して、そば打ちもして、「そば
まつり」を始めました。集合時間よ
りも、早く集まって協力しあって、
自然と準備ができるのですよ。訓練
を重ねながら地域のつながりを再確
認しています。

▶炊き出し班員は決まってます
が、災害時は、だれがどうなるか
分かりません。いろんな状況でも
対応できるようにしたいです。

  Interview 防災訓練を追う　菊鹿町下本分頭合

▷隈部巧斗さん / 隈部葵さん

▷今西佑さん / 霍口嘉晃さん / 霍口友萌さん

▷木村親正さん ▷大塚公秀さん
　

まさに地域おこしです できることを精一杯訓練していますよ

▷塚本光正さん
　

◀▲避難所に避難して人員確
　　認をする住民

平成 22 年 5 月 3 日

午前10時30分　地震発生　避難
午前11時　　　 火災発生　住民バケツリレーで消火
午前11時30分　鎮火したかと思った地点から出火
午前11時40分　ようやく鎮火
午前11時50分　指定された避難場所に全員で避難
正午12時　　　 人員確認　　　

　　　特集　防災
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▼鹿北町浦方自主防災組織が
行った消火訓練の様子

  Interview 自主防災組織が変えたこと

結成したい地域には
出前講座いたします

そ
の
時
に
で
き
る
備
え

　
　
　
　
家
庭
で
。
そ
し
て
、地
域
で
。

非常持ち出し品は準備していますか。

▷現在、山鹿市では自主防災組織の結
成を推進しています。50 団体の自主防災
組織があり、市内全世帯の 21.8％にあ
たる 4,601 世帯が加入しています。
　熊本県の組織率は 51.3％。国全体の
組織率は、73.5％となっています。
　山鹿市では、この組織率の１００％を目
指しています。自主防災組織について不明
な点がありましたら、いつでも問い合わせ
ください。
  「なぜ、自主防災組織が必要なのか」「組
織づくりの方法」などを、地区の集会など
に担当者が出向き、分かりやすく説明い
たします。
 出前講座のメニュー（５月号参照）にも
なっていますのでご利用ください。

▷山鹿市では、自主防災組織育成事業に
取り組んでいます。市へ届出をされた自主
防災組織に対して組織設立経費 ､ 資機材
整備経費、訓練経費の補助を行っています。

■組織設立経費は、自主防災組織設立時
の１回に限り、組織の運営資金として補
助するものです。
20,000 円＋ (200 円 × 組織する世帯数 )
　
■資機材整備経費は、組織が活動に必要
な防災資機材を購入する場合に、その一
部を補助するものです。
◎主な防火資機材の例
消火用具（消火器 ､ バケツ、ホース）
照明用具（発電機、投光器、コードリー              
　　　　　ル、懐中電灯など）
救助用具（救命ボート、救命胴衣、スコッ
　　　　　プ、ロープなど）
救助用具（救急セット、テント、毛布など）
保護用具（ヘルメット、活動服など）
100,000 円を限度額に経費の 2 分の 1

■訓練経費は、組織が実施する防災訓練
（消火・炊き出し訓練など）に要した経
費を補助するものです。
世帯数に応じて 30,000 円以内で補助

その他、通帳、保険証
などの貴重品類や印か
んも、持ち出せるよう
にしておきましょう。

水や食料品は、家族一人あた
り３日分を用意しましょう。

問い合わせ先
総務課　☎ 43−1117　
各総合支所市民生活課まで

今一度ご確認を
　〜家庭でできること
▷全戸配布した防災ﾏｯﾌﾟです。
山鹿市管内で、どの地域が危険
なのかとか、避難場所、方法な
どを詳しく書いています。

　60 世帯のうちに 70 歳以上が 80 人近く
いて、しかも、昼間は消防団員がいない。

「何か起きたらどうしよう」と不安でした。
2 年前に話を聞き、すぐに結成しました。
　毎年、消火や避難、炊き出しなどの訓
練を実施。実際に 500 人分の炊き出しを
準備することになった時も混乱なくできまし
た。難しいのは救護班。班員が災害時に
いるとも限らないので、この高齢者は、だ
れが確実に救護または誘導するということ
を個別に決めました。
　組織しましたが、本当に起きたことを考
えると不安です。しかし、訓練でいろいろ
な情報が入る。ないより、あった方がいい。
繰り返し訓練をして定着すると、いざという
時行動できます。みんなで協力して安心し
て暮らせるようにしたいです。

　昨年１月、国土交通省から防災マップを
作らないかと申し入れがありました。菊池
川がすぐ近くにあるので、作成に取りかか
りました。
　話し合いだけでなく、実際に避難所まで
の道のりを、3 コースに分けて歩き、見つ
けた危険個所を地図に書いて仕上げてい
きました。普段から通る道でも、歩いてみ
ると危険な個所を想像以上に多く発見し、
周知徹底せねばと思いました。若い人は
身体にオモリをつけて、高齢者体験をしな
がら歩きましたよ。「高齢者は大変だ」と
いいながら歩いていたので、相手の気持
ちが分かって、本当に避難する時に役立
つと思います。
　昔と比べたら水害の危険はなくなったと
はいいますが、皆無になったとはいえない
ので防災意識を常に高めていたいです。

鹿北町浦方自主防災組織
　代表　中島純之さん

山鹿市下町自主防災組織
　　代表　宮﨑安正さん

訓練するからこそ、いざ
という時に行動できる

歩く視線で地域を知る。
防災マップ作成。

　〜地域でできること

応援します。
　　　　自主防災組織結成



　＜特定健診について＞

　＜特定保健指導について＞
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特定健診・保健指導を身近に♪
　平成 20 年度から各医療保険者（国保）に対し、「特定健診・保健指導」の実施が義務づけられ、今年
で３年目を迎えました。
　特定健診を受けるに当たり、皆さまにとってお得な情報をお届けします！

　特定健診、ほかの検診などの詳しい内容については、H22 年２月に山鹿市民 19 歳以上の全世帯へ郵
送しました「山鹿市各種健診のご案内」に記載してあります。希望調査票でお申し込みをした人には、
６月中旬ごろに受診券が送付されます。実施期間は７月〜９月ですので、これを機会に「やっぱり受診
したい！」「もっと詳しく聞いて考えたい！」と思った人は、ご連絡ください。

問合せ …健康増進課　☎４３－００５０

(％)
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下降傾向
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積極的支援動機付け支援情報提供

(％)
85.3

4.5 10.2

(％)

1
0
10
20
30
40
50
60
70

要治療要指導正常判定

33

66

情報提供 肥満がなかった人
動機付け支援 肥満があり、リスク※が出

現し始めたレベル
積極的支援 肥満があり、リスク※がよ

り重なり始めたレベル

受診率と目標の年次推移

総合的結果判定

こんなに
多い !
早く発見できて
良かった !

特典①！　特定健診は、通常8,000 円程度の検査
　　　　　が、800 円で受診できます！

特典④！　集団健診（バス）の場合は、できる
　　　　　だけ身近な場 所で受診できるよう健
　　　　　診会場を増やしています。

特典②！　健診内容は、国が決めている項目に
　　　　　加えて、４項目を追加し、糖尿病や
　　　　　腎機能が詳しく分かります。

特典③！　治療中でも、山鹿市内のかかりつけ
　　　　　医で受診できます。

特典⑦！　結果説明会が終わった後も、地区担
　　　　　当の保健師・栄養士などが、生活習
　　　　　慣の改善についての支援のために、個
　　　　　別に相談に応じ訪問していきます。

特典⑤！　受診された人へ「結果説明会」を実
　　　　　施し、分かりやすい説明を行います。
　　　　　身近な場所へ参加できるように、会
　　　　　場（場所）と回数を設定しています。

特典⑥！　特定健診を受けた人で、リスクが高かっ
　　　　　た人には、「二次検査」（充実した検
　　　　　査５項目セット）をご案内します。予約
　　　　　制で半日で身近な医療機関で受診でき
　　　　　ます。（通常 16,000 円程度の検査が
　　　　　２,000 円で受診できます）

（山鹿市国保加入者の皆さまへ）

平成 21 年度　結果の内訳 (3,885 人中 )

※リスクとは、血圧、血糖、脂質等の異常値

〜生活習慣病予防のために〜
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従
事
期
間

　
　
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

（
予
定
）　

報
酬
額

　
　
国
の
定
め
た
基
準
に
準
じ
ま
す
。

応
募
資
格

　
　

①
市
内
在
住

　
　
②
20
歳
以
上
で
健
康
な
人

　
　
③
警
察
・
選
挙
・
税
務
に
直
接
関

　
　
　
係
し
な
い
人

　
　
④
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
遂
行
で

　
　
　
き
る
人

応
募
方
法

　
　
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
　
記
入
の
う
え
、
締
め
切
り
日
ま
で

　
　
に
、
企
画
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

　
　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
な
お
、
申
込
用
紙
は
、
企
画
課

　
　
お
よ
び
各
総
合
支
所
に
用
意
し
て

　
　
い
ま
す
。

履
歴
書
に
は

　
　
　
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番

　
　
号
な
ど
の
ほ
か
、
次
の
こ
と
を
記

　
　
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
①
応
募
の
理
由
（
簡
単
に
）

　
　
②
過
去
に
経
験
が
あ
る
か
（
何
年

　
　
　
前
か
・
何
回
あ
る
か
な
ど
）

　
　
③
自
宅
周
辺
の
略
地
図

応
募
か
ら
採
用
ま
で

　
　
①
履
歴
書
の
提
出
に
よ
っ
て
「
調

　
　
　
査
員
候
補
者
」
と
し
て
名
簿
に

　
　
　
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
　
②
候
補
者
の
中
か
ら
選
考
の
う
え

　
　
　
調
査
員
と
し
て
採
用
が
決
ま
っ

　
　
　
た
人
に
、
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。

2010

平成22年 10月 1日㈮

応
募
に
あ
た
っ
て

　
　
①
登
録
制
の
た
め
、
応
募
い
た
だ

　
　
　
く
す
べ
て
の
人
が
採
用
さ
れ
る

　
　
　
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
　
②
調
査
を
す
る
地
区
（
調
査
区
）

　
　
　
は
居
住
地
の
周
辺
に
な
り
ま
す
。

　
　
③
基
本
的
に
徒
歩
で
の
調
査
に
な

　
　
　
り
ま
す
。

　
　
④
任
期
中
、
調
査
員
の
身
分
は
非

　
　
　
常
勤
の
国
家
公
務
員
と
な
り
ま

　
　
　
す
。
こ
の
期
間
は
、
公
務
員
と

　
　
　
し
て
自
覚
を
持
っ
た
行
動
が
求

　
　
　
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
⑤
任
期
が
終
了
し
た
後
も
、
調
査

　
　
　
中
に
知
り
得
た
内
容
は
、
誰
に

　
　
　
も
話
し
た
り
、
伝
え
た
り
し
て

　
　
　
は
い
け
ま
せ
ん
。

　日本に住んでいるすべての
人を対象にした、最も基本的
な統計調査です。国内の人口
や世帯、就業者から見た産業
構造などの把握を目的にして
いて、５年ごとに行われる大
規模な調査です。
　調査結果は、行政施策や研
究・教育活動、経済活動など
幅広い分野で利用されます。

今年は５年に一度の国勢調査の実施年です。
全国民を対象にした、まさに「国の情勢」を
調べる重要な調査です。
市では、この調査に「調査員」として従事し
ていただける人を募集します。

６月 21 日㈪まで

企画課・統計係まで
☎４３‐１１１４

応募締切

申込・問合せ

求む！
　調査員候補者

調査員の仕事とは？

説明会に出席する
　事務の説明会に参加して、
調査の内容や進め方、注意
点、自分の担当する地区、
安全対策などについてしっ
かりと学びます。

調査票の配布と収集
　自分が担当する地区を実
際にまわり、すべての世帯
に調査票を配布して、記入
をお願いします。その後、
約束した期日までに調査票
の収集を済ませます。

調査票の点検・整理
　収集した調査票の点検、
担当地区の地図作成、世帯
名簿作成などを済ませ、決
められた期日までに指導員
に提出します。

１

２

３

国勢調査とは？
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新緑の中で身も心もリフレッシュ
　…国見山山開き（鹿北）　　　　　　　　　５月 19 日

　新緑がまぶしい季節となり、国見山（1,018m）では山開
きが行われました。
　この日は、遠くは佐世保市など県内外から登山を待ちわ
びた愛好家など約 150 人が参加しました。
　安全祈願の神事を済ませた後、新緑のさわやかな風を体
いっぱいに浴びて、小鳥のさえずりを楽しみながら頂上ま
で登りました。
　参加者は、新緑の香りを感じながら新鮮な空気を胸いっ
ぱいに吸って、身も心もリフレッシュしながら登山を楽し
んでいました。

山鹿灯籠制作の無事を祈願。いよいよ開始です
　…灯籠制作開始祭（山鹿）　　　　　　　　　４月 23 日

　山鹿市の一大イベント・山鹿灯籠まつりで披露される灯籠の
制作開始祭が、大宮神社であり、山鹿灯籠師組合（中島光代
組合長ほか 5 人）や関係者約 15 人が出席して、期間中の作
業の無事を祈願しました。今年は灯籠師 6 人が 26 基を制作。
神事では、制作開始を知らせる「刃物入れの儀」があり、中
島組合長が材料の和紙にカッターで切り込みを入れました。
　中嶋憲正市長が「灯籠は山鹿市民の誇りであり、最大の
宝。全国に宣伝したい」と灯籠師を激励。中島組合長が「体
調に気をつけて期待に応えられるものを作りたい」とあい
さつしました。

▼材料の和紙にカッターで切り込みを入れる「刃物入れの儀」▼心地よい風を浴びながら、頂上を目指しました

まちの話題 Town Topics

360 度のパノラマが楽しめます
　…八方ヶ岳山開き（菊鹿）　　　　　　　　  ４月 29 日

　矢谷渓谷キャンプ場で、八方ヶ岳（1,052 ｍ）の山開
きが行わました。天気にも恵まれて、登山愛好家など約
200 人が市内外から参加しました。
　今シーズンの安全を祈願した後、新緑の木々の中を、
思い思いのペースで心地よい空気をいっぱいに吸いなが
ら、頂上まで登りました。
　山頂では、360 度のパノラマの雄大な景色の中で、記
念写真を撮ったり、シートを広げ、弁当を食べたりしな
がら楽しい時間を過ごしました。

▲快晴の山頂には心地よい風が吹いていました

キャンプシーズン到来 !!
　…岳間渓谷キャンプ場開き ( 鹿北 )　　　　４月 20 日

　岳間渓谷観光組合など関係者約 40 人が参加して、シー
ズン中の安全を願い、安全祈願祭がありました。
　新緑に包まれた周辺には、色鮮やかなシャクナゲが一
面に咲き乱れていました。
　岳間渓谷キャンプ場は周囲に大小の滝があり、自然を
重視したキャンプ場で、夏は天然のクーラーが効いて、
水汲

く

み場や渓流を利用したプールもあります。
　また、雨でも利用できるバーベキュー施設もあり、シー
ズン中は多くの利用者でにぎわいます。

▲厳かな雰囲気で安全祈願が行われました
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Town Topics

　ゴールデンウィークの期間中、各地でさまざまなイベントが
あり、天候にも恵まれて多くの人でにぎわいましたました。
　　　　　　　　　　　…５月２日〜５月６日　みんなおいでよ！鞠智城
　　　　　　　　　　　　５月３日　かおう物産館まつり
　　　　　　　　　　　　５月５日　水天宮大祭 ( 鹿北町西栗瀬 )
　　　　　　　　　　　　５月５日　あんずの丘こどもフェスティバル　

▲スイカの重量当て !!　結構重いよ

▲大祭初 !! 女の子が横綱に

▲鼓楼からの眺めは最高です ▲期間中親子スケッチ大会などがあり多く
　の来場者でにぎわいました

▲北谷フラダンスの皆さん

▲ます・やまめのつかみ取り

みんなおいでよ！鞠智城

まちの話題 

◀
多
く
の
子
ど
も
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

かおう物産館まつり

水天宮大祭

菊鹿子どもフェスティバル

▲紫山芋で作った酢の試飲会

▲灯籠娘なりきり体験

▲元気な子どもたち 30 人が参加 ▲女の子同士の相撲。仲良く引き分けでした
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おめでとうございます！　

叙勲紹介
　春の叙勲・褒章・危険業務従事者叙勲・
高齢者叙勲の発表がありました。
　社会の広い分野での長年のご功績により、
山鹿市から 7 人が受章されましたのでご紹
介します。

瑞
宝
双
光
章
（
郵
政
事
業
功
労
）井上　春夫 さん

平山（山鹿）

　多年にわたり郵政業務に精励
し、平小城郵便局長として退職
されるまで郵政事業の発展に努
め、日常生活に必要な郵便・貯金・
保険業務に尽力されました。

瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

平川　政純さん
上内田（鹿本）

　陸上自衛隊員として長年業務
に精励し、二等陸尉として退職
されるまで陸上自衛隊の充実・
発展に努め国の防衛業務や防災
業務に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

丸尾　和行 さん
小坂（山鹿）

　山鹿鹿本広域行政事務組合消
防本部に在籍し、消防司令長と
して退職されるまで消防の充
実・発展に努め、地域住民の生
命財産の保全に尽力されました。

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

松本　輝昭 さん
鹿校通（山鹿）

　山鹿鹿本広域行政事務組合消
防本部に在籍し、消防長として
退職されるまで消防の充実・発
展に努め、地域住民の生命財産
の保全に尽力されました。

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）花籠　昭二 さん

山鹿（山鹿）

　多年にわたり、旧山鹿市議会
議員として在籍し、総務常任委
員会委員長、監査委員などを歴
任し、強い政治信念を持ってま
ちの発展に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

笠　干夫 さん
下高橋（鹿本）

　熊本県警察官として長年業務
に精励し、警部として退職され
るまで、数々の刑事事件の解決
に力を尽くし、県民の身命と財
産の保全に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

有働　輝一 さん
南島（山鹿）

　多年にわたり旧山鹿市消防団
員として在籍し、幹部を歴任し
ながら職務に精励し、災害の現
場に率先して出動するなど被害
の軽減に努め、地域住民の生命
財産の保全に尽力されました。
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♥
かがやきかがやき
思いやりあふれる笑顔

　困りごと、心配ごとがありましたら、人権擁護委員が相談を
お受けします。（相談は無料です）秘密は固く守られます。お
気軽にご相談ください。

地区名 氏　名 電　話

山　鹿

藤森　純也 43-3557
近藤　安隆 43-6547
野満　孝子 43-3638
松江　和子 43-3796

鹿　北 古川　芳史 32-4088
石貫　若継 32-2618

菊　鹿 東　　正隆 48-3837
原口　嗣春 48-9927

鹿　本 栃原　昭一 46-4580
田中佐和子 46-4609

鹿　央 廣瀬　文江 36-2413
小林　文敏 36-3627

人権啓発課☎ 43-1199・企画課男女共同参画推進室☎ 43-1114

あなたの人権は守られていますか

　
ご
み
を
野
外
で
焼
却
す
る
こ
と
は一
部
の
例

外
を
除
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
少
し
の
量
だ
か
ら
…
」、「
周

り
も
燃
や
し
て
い
る
し
…
」、「
夜
な
ら
問
題

な
い
だ
ろ
う
…
」
な
ど
の
勝
手
な
理
由
を
つ

け
て
焼
却
を
す
る
人
が
い
ま
す
。

　
次
に
記
載
す
る
例
外
以
外
の
焼
却
は
行
わ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
外
】

　
①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の

　
　
管
理
を
行
う
た
め
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　
　
例
河
川
管
理
の
た
め
に
伐
採
し
た
草
木
な

　
　
　 

ど
の
焼
却

　　
②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の

　
　
ほ
か
災
害
の
予
防
・
応
急
対
策
ま
た
は

　
　
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　
　
例
災
害
時
の
応
急
対
策
、
火
災
予
防
訓
練
な
ど

　　
③
風
習
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な

　
　
物
の
焼
却

　
　
例
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
行
事
で
の
し
め
縄

　
　
　
な
ど
の
焼
却

６月 23日～ 29日は男女共同参画週間です
　内閣府では、平成 11 年６月 23 日に「男女共同参画社
会基本法」が施行されたことから、毎年６月 23 日から 29
日までの１週間を「男女共同参画週間」としています。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、そ
れぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」
の実現には一人一人の取り組みが必要です。

　
④
農
業
・
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

　
　
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ

　
　
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

　
　
例
稲
わ
ら
の
焼
却
、
田
畑
の
あ
ぜ
草
の
焼
却

　　
⑤
そ
の
ほ
か
、
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

　
　
ヤ
ー
な
ど

　
例
外
の
場
合
で
も
近
隣
の
生
活
環
境
に

支
障
が
あ
る
場
合
に
は
、
中
止
の
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
周
り
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
最
近
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
焼
却
に
よ
る
苦
情

　
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
や
、

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
野
外
焼
却
は
、
ダ
イ

　

オ
キ
シ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
有
害
物
質
を

　

発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　　

ご
み
は
燃
や
さ
ず
に
必
ず
収
集
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆特設人権相談所の開設
　日　時▷　６月１日㈫
　　　　　　午前 10 時～午後３時
　場　所▷　山鹿市中央公民館（山鹿地区）
　　　　　　鹿本町親和荘（鹿本地区）
　　　　　　菊鹿総合支所（菊鹿地区）
　　　　　　鹿北市民センター（鹿北地区）
　　　　　　鹿央多目的研修センター（鹿央地区）
　相談員▷　法務局山鹿支局職員　・人権擁護委員
　 問合せ …法務局山鹿支局　☎４４－２４１１

　人権啓発課　☎４３－１１９９　　

６月１日は人権擁護委員の日です

問
合
せ
…
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

ご
み
の
野
外
焼
却
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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４
月
28
日
㈬
に
行
っ
た
「
ふ
る
さ

と
や
ま
が
大
使
委
嘱
状
交
付
式
」
で

は
、
中
嶋
憲
正
市
長
が
「
豊
富
な
知

識
と
幅
広
い
人
脈
を
生
か
し
て
、
今

後
も
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
冨
田
さ
ん
は「
山
鹿
を
離
れ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
山
鹿
の
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
山
鹿
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
大
使
に
は
オ
ム
ロ
ン

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
大
沢
啓
二

さ
ん
、
千
代
白
鵬
大
樹
関
、
花
田
公

行
さ
ん
、
原
田
解
さ
ん
に
就
任
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
富
田
さ
ん
は
６
人
目
の
大
使
と
な

り
ま
す
。

よろしくお願いします！
　菊池川自然塾主宰
　㈱九州文化財研究所　顧問　冨

と み た

田　克
か つ と し

敏さん
　　　2010 年４月 28 日委嘱

山鹿の魅力 全国へ発信山鹿の魅力 全国へ発信
ふるさとやまが大使　通信ふるさとやまが大使　通信

山鹿の魅力 全国へ発信山鹿の魅力 全国へ発信
ふるさとやまが大使　通信ふるさとやまが大使　通信

　
本
市
で
は
、全
国
に
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
し
、

市
政
の
発
展
に
つ
な
が
る
助
言
や
提
言

を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
本
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
を
「
ふ
る
さ
と
や
ま

が
大
使
」
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
大
使
に
就
任
さ
れ
た

冨
田
さ
ん
は
、
鹿
本
町
中
川
に
生
ま

れ
、
旧
鹿
本
高
等
学
校
を
卒
業
後
、

京
都
大
学
理
学
部
に
進
学
し
、
同
大

学
院
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

近
畿
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

現
在
は
九
州
文
化
財
研
究
所
顧
問
を

務
め
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
山
鹿
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
菊
池
川
自

然
塾
を
主
宰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
さ
れ
た
益
川
敏
英
博
士
を
本

市
に
招
き
、
講
演
会
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

▲中嶋市長（右）から委嘱状を受け取る冨田さん（左）

　オムロンハンドボール部の「第５回優勝報告とファン感謝の集い」が、
5 月 8 にオムロン鹿陽センターグラウンドで行われ、九州各地から中学、
高校のハンドボール部、ファンクラブなど約 1,000 人が集まりました。
　始めに多田幸一オムロンゼネラルマネージャーが「2009 年は、国内
の 3 つのタイトルを獲った。今年度は、主力メンバーが抜けて今までに
ない試練の年になる。新しい久野葵キャプテンのもと、新しい風を入れ
て、7 月の実業団大会に向けてがんばりたい」と報告。その後、全選手
がステージに登場し、意気込みを語りました。「勝つことは当たり前。全
員で戦えるチームをつくりたい」と久野キャプテン。会場にかけつけた中
嶋憲正市長が「みんなの活躍を心から期待している」と激励しました。
　その後、ステージでは選手の持ち物オークションや選手によるダンス
や漫才、選手との綱引き大会など、ユニークな催しがありました。試合
では、力強く、美しい選手たちですが、コートを出ると、まさにマルチタ
レント。しかも、内容に山鹿ネタを入れる徹底ぶり。会場がたくさんの
笑いに包まれました。会場では遊具や出店もあり、参加した人は、選手
との楽しい時間を過ごしました。

▼チームマスコット「ピンディー」と一緒にピース 　

▶
会
場
は
大
爆
笑

▼オードリーの物まね芸では本物顔負けのボケぶりでした

いつも声援をありがとう。
 第5回優勝報告とファン感謝の集い

▲インタビューに応える久野キャプテン

▶
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
で
は
、演
劇
部

を
熱
演
。不
動
岩
や
灯
籠
も
な
か

を
演
じ
る
姿
は
最
高
で
し
た
。
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　大阪から山鹿に来て、一番驚いたことは、人と人とのつながりの深さ。物騒な世の中だと思っていた私を、山
鹿は人の温かさで迎えてくれました。
　これからは、山鹿市に残って、体育指導員という形でハンドボールを子どもたちに教えていきます。今までに教
えた中学生がハンドボール部に入部したという話を聞くと特別な感情で見てしまうほど、うれしいですね。
　いつしか、オムロンに山鹿市出身のハンドボール選手が生まれてほしいです。

　日本一を目指したいとオムロンに入社して 13 年。3 年前にカルチャースポーツセンターで行われた日本
リーグは感動しました。2,500 人ものファンが応援にかけつけてくれて、大歓声の中で試合ができたことは、
一番の思い出です。
　兵庫に帰り、ハンドボールに携わる仕事がしたいです。山鹿温泉や馬刺し、本当に大好きでした。人
生の半分をここで過ごてきた私にとって、山鹿市は第二のふるさとです。いつでも帰ってきたいですね。

　日本リーグ優勝、全日本総合選手権優勝、全日本実業団優勝、国体優勝……２００７年に
３１年ぶりに４冠を達成 ､2009 年も 3 冠を獲得するなど、まさに偉業づくしのオムロンハン
ドボール部、ピンディーズ。今回、坂元キャプテンを始め、５人の選手が退団され、新しく、
４人が入団されました。試合会場で見る、走る、つなぐ、跳ぶ、放つ力強いプレーに、たくさ
んの感動をもらった人も多いでしょう。美しく、力強く活躍した 4 人の選手に話を聞きました。
感動をありがとう。そして、さようなら。

　ハンドボールを続けて 8 年。オムロンでは、２年間でしたが、ハンドボールは、豪快なジャンプシュー
ト、スピードの中での攻撃、防御の戦い、肉体の激しいぶつかりあいなど、迫力満点のスポーツです。
激しいぶつかり合いに勝った時は、練習してきて良かったと、つくづく思います。
　休みの時は、よく温泉にいきましたね。全国大会で各地を回る時は、必ず宣伝していましたよ。

　感動をありがとう。そして、さようなら。
　 　　　　　　オムロンハンドボール部、さらに進化します

　山鹿市で開催された大会は、全試合、覚えています。会場がピンク色に染まるんですよ。声援の中でプレー
すると、鳥肌が立つ感動がありました。応援していただいたファンの皆さんには、ハンドボールのスピード、パ
ワー、シューターとキーパーの絶妙な駆け引きを喜んでいただけたと思います。
　これからも、「ハンドボールの町、山鹿」を全国的にアピールしていきたいです。

山鹿の子どもたちにおもしろさ伝えたい

　山鹿温泉大好きでした。宣伝しましたよ

ハンドボールの町、山鹿をアピールしたい
勝田祥子さん（ゴールキーパー）

永吉　未命さん（ポストプレーヤー）

市村早紀さん（バックプレーヤー）

坂元智子さん（ポストプレーヤー）

●バックプレーヤーとして、またヘッドコーチとして活躍した洪　廷昊さんは、韓国に帰国されまし
た。今後は、ハンドボールが盛んな韓国のリーグでプレーされるそうです。

強く、美しく、さらに
進化。めざせ日本一

オムロン美女軍団の横断幕の前
で入部した 4 人にポーズを決め
てもらいました。
よろしくお願いします。
 写真右より
  前田奈美さん（岡山県出身）
  小舘美紀さん（栃木県出身）
  宮川裕美さん（青森県出身）
  稲葉由衣さん（熊本県出身）

山鹿は第二のふるさと。たくさんの応援に感動
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で
あ
り
、
自
分
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
に
し

て
ほ
し
い
と
辞
退
さ
れ
た
の
で
、
標
柱
の
こ

と
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
県
下
の
文
学
碑
の
拓
本
が
出
版

さ
れ
た
と
い
う
新
聞
記
事
が
目
に
留
ま
り
、

標
柱
の
件
を
再
び
役
員
会
に
諮
り
、
平
成

二
十
一
年
六
月
十
八
日
に
、
御み

か
げ
い
し

影
石
の
立
派

な
標
柱
を
記
念
碑
の
横
に
建
立
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
は
亡
き
播
摩
氏
の
苦
笑
う

顔
が
脳
裏
を
か
す
め
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
ま
た
岩
野
の
栗
瀬
橋
の
横
に
建
立
さ
れ
て

い
る
野
口
雨
情
の
碑
も
文
学
碑
で
、
鹿
北
町

に
は
二
基
の
文
学
碑
が
建
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
先
述
の
『
熊
本
県
大
百
科
事
典
』

に
は
県
下
で
二
九
六
基
の
文
学
碑
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
四
〇
〇
基
以
上
の

文
学
碑
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
満

　
晨
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鹿
北
町
多
久
）

連載第 56 回

　
文
学
碑
は
小
説
・
詩
・
俳
句
な
ど
文
学
ゆ

か
り
の
地
に
顕
彰
の
た
め
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。『
熊
本
県
大
百
科
事
典
』（
昭
和

五
十
七
年
四
月
発
行
）
に
よ
り
ま
す
と
、
山

鹿
市
に
は
七
基
の
文
学
碑
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
鹿
北
町
多
久
の
多
久
霊れ

い
び
ょ
う廟

の
記
念
碑

も
そ
の
中
の
一
基
で
あ
る
こ
と
を
、
碑
文
の

作
者
、
故
播は

り
ま
と
も
あ
き

摩
知
明
氏
本
人
よ
り
知
ら
さ
れ

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
多
久
霊
廟
記
念
碑
は
同
地
区
、
田
中
橋
の

南
側
の
多
久
霊
廟
（
納
骨
堂
）
建
設
に
あ
わ

せ
て
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
に
完
成
し
ま
し

た
。
碑
文
の
文
字
は
現
代
詩
人
の
堀
川
喜
八

郎
氏
の
仲
立
ち
が
あ
っ
て
、
歌
人
・
書
家
の

安や
す
な
が
ふ
き
こ

永
蕗
子
氏
が
書
い
た
も
の
で
す
。
碑
文
に

は
慰
霊
の
意
味
と
と
も
に
、
緑
豊
か
な
鹿
北
・

岳
間
地
区
の
風
景
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う

に
と
い
う
作
詩
者
・
播
摩
氏
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
多
久
霊
廟
記
念
碑
が
文
学
碑
と
い
う
こ
と

を
知
り
、
早
速
、
文
学
碑
で
あ
る
こ
と
の
標

柱
を
建
て
よ
う
と
霊
廟
会
の
役
員
会
に
諮は

か

り

ま
し
た
が
、
当
時
、
播
摩
氏
も
霊
廟
会
役
員

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
鹿
北
の
文
学
碑

　（
鹿
北
町
多
久
）

▲左後方が多久霊廟（納骨堂）です

▲多久霊廟記念碑

▲野口雨情文学碑

九
州
電
力
関
係
者
を
装
っ
た
勧
誘
・

詐
欺
に
ご
注
意
を

【
相
談
事
例
】

　
４
月
に
山
鹿
市
内
で
、
九
州
電
力
の
関
係
者
を
名

乗
り
、
高
齢
者
を
狙
う
窃
盗
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
屋
内
の
漏
電
調
査
な
ど
の
名
目
で
、
２
人
組
が

自
宅
に
上
が
り
こ
み
、
一
人
が
メ
ー
タ
ー
に
誘
導
し

て
い
る
間
に
、
も
う
一
人
が
現
金
を
窃
盗
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
九
州
電
力
の
関
係
者
で
あ
れ
ば
、
身
分
証
明
書
を

携
行
し
て
い
ま
す
。
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、
九
州
電

力
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

…
九
州
電
力
玉
名
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
６
０
１

　
ほ
か
に
も
水
道
や
布
団
な
ど
の
「
点
検
」
を
口
実

に
訪
問
し
、
事
実
と
は
異
な
る
説
明
を
し
て
商
品
を

売
り
つ
け
る
と
い
う
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
突
然

訪
れ
て
「
点
検
を
す
る
」
と
い
う
業
者
に
は
、
警
戒

し
、
決
し
て
油
断
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
相
談
の
あ
る
人
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（
山
鹿
市
役
所
商
工
課
内
）

　
　
　
　
☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
　
　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

問
合
せ

問
合
せ
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近
年
、「
局
地
的

な
大
雨
」に
よ
る
事

故
や
災
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　「
局
地
的
な
大
雨
」

が
引
き
起
こ
す
、
短

時
間
で
の
河
川
の

増
水
・
氾は

ん
ら
ん濫

に
よ

る
家
屋
へ
の
浸
水

被
害
や
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
増
水
し
た
水
路
・
河
川
な
ど
に
、
人

が
流
さ
れ
る
と
いっ
た
被
害
も
起
き
て
い
ま
す
。

家
庭
で
こ
ん
な
心
が
け
を

　
・
身
近
な
危
険
個
所
を
事
前
に
把
握
し
て
お
く

　

・
最
新
の
防
災
情
報
に
注
意
す
る

　

・
非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
く

　
・
増
水
し
た
水
路
・
河
川
な
ど
に
近
づ
か
な
い

　

・
早
め
の
避
難
を
心
が
け
る

　
局
地
的
な
大
雨
は
、
短
時
間

3

3

3

で
災
害
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で
の
備

え
を
し
ま
し
ょ
う
！

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
４ 

　
山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署

　
☎
32
‐
２
５
７
４

　
山
鹿
消
防
署
東
分
署

　
　
☎
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

新着図書ピックアップ

おじさんとおばさん　　　    
平 安寿子／著　朝日新聞出版

　ひさかたぶりの同窓会に集まった男女たち。みんなもう
おじさんとおばさんで、体力気力は落ち気味、介護や子
どもたちの就職にと心配の種もつきない。しかし、初恋の
人に会えば胸がきゅんとし、同時代のテレビ番組、漫画、
流行歌を思い出すと懐かしさに気持ちが温かくなる。幾
つか新たな同級生カップルもできたが、その恋の行方は?
熟年こその「希望」を求める50 歳を過ぎた人々に、愛を
こめて贈る同窓会小説。

　ある日、看護師の前に現れた、ひとりの男。彼は
女性にこう囁

ささや

いた。「この病院は、まもなく倒産しま
す」……鬼才・新堂冬樹が病院乗っ取りという社会
問題をテーマに挑む、衝撃と感涙の書き下し長篇 !

白と黒が出会うとき
新堂 冬樹／著　河出書房新社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷６月23日㈬　午後２時 30 分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷６月５日㈯・12日㈯・19日㈯
　　　　　　26日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷６月１日㈫・８日㈫・15日㈫
　　　　22日㈫・29日㈫　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷６月１日㈫・８日㈫・15日㈫
　　　　　　22日㈫・29日㈫

午前 10 時 45 分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷６月28日㈪
山鹿市鹿本図書館
　▷６月７日㈪・14日㈪・21日㈪
　　　　28日㈪・30日㈬
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝日

《今月は山鹿市中央公民館図書室から》
 

局
地
的
な
大
雨
に

　
　
　
　
　

注
意
を
‼

　宇宙時代の大家族。いなくなったじいじをさ
がして「よしっいくぞ、かぞくいっしょ」とロ
ケットが、たったいままいたった。しかし、そ
んな家族に、うそお、ききおそう。上から読ん
でも下から読んでも楽しい、すべて回文でつくっ
た回文絵本第 2 弾。

サカサかぞくの　だんなキスがスキなんだ
宮西　達也／著　ほるぷ出版
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貢献感を育てましょう
　 

三玉保育園　☎４３−６３３０
　保育園の子どもたちはお手伝いが大好き！お手伝いを頼む
と｢ 僕も私も！｣と張り切って手伝ってくれます。
　お手伝いの後、私たちは心をこめて「ありがとう。あなたが
これをしてくれたから、小さなお友だちが喜んでいるよ」「あ
なたがこの荷物を持ってくれたから先生は重くなかったよ」な
ど、具体的にお礼を言います。
　子どもたちは、ただ「えらかったね」といわれるのではなく、
どんなことで自分が貢献できたのかが分かり、満足そうな表
情をします。
　お手伝いを頼むとかえって大変なこともありますが、そこも
成長のひとつ！
　小さなお手伝いでも家族や社会に貢献できるはずです。
　みんなで子どもたちの貢献感を大切に育てましょう！
　　　　　　　　　　　　　　　

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

Vol. ６1

幸せなにおい♡
　

　広見保育園　☎３２−２２３１
　こんなすてきな話を聞きました。卒業式で一人の生徒
が泣いていると、隣に座っていた子が、その子にハンカ
チを差し出したそうです。涙を流している子の感情の豊
かさとハンカチを差し出すその子の優しさに感動したと
いうお話でした。
　もう一つは娘の話です。少し前になりますが、娘と二
人でお風呂に入った時のことです。娘が「ママのにおい
がする〜」というので、「どんなにおい ?」とたずねると、

「幸せなにおい♡」と答えました。予想もしない答えが返っ
てきたので、びっくりしましたが、とても温かい気持ち
になりました。
　いつまでも素直に気持ちが言える、表せる。そして、
思いが伝えられる、伝わる。そんな心の温かい子に育っ
てほしいと思います。　　　　　　　　　幸せママより

子どもとメディアの新しい関係を求めて〜　子どもの心を育てましょう
　

　第２回お父さんとあそBOY　開催決定
　　●日時　6 月27 日（日）１０：００～１４：００　　●場所　鹿央町子育て支援センター
　　※ 詳しくは、各支援センターへ問い合わせてください。

・テレビを消すといやがる
・呼んでも振り向かない
・いっときもじっとしていない
・視線が合わない
・表情がない
・言葉がおそい

( こんな不安を感じたら、ご相談は
　　近くの子育て支援センターへ )

　赤ちゃんは、お母さんの顔を見て声を聴き、やさ
しい肌触りや抱きしめられる力を感じています。
　また自然や食べ物のにおい、外の光など、五感を
使いながら成長していきます。テレビやビデオ、パ
ソコンなどの電子メディアはお母さんの代わりに
はなりません。
　家事が忙しくテレビに頼った後は、必ずお母さん
のやわらかい感触で包んであげましょうね。

（子どもとメディア　インストラクター小川）

　病後児保育室「あすなろ」　〜お気軽にご利用ください〜
病気回復期の子どもの状態に合わせて、家庭的な雰囲気の中で 1 日を安心して過ごせるようにしてい
ます。対象は、おおむね１歳〜小学校低学年（１年〜３年）です。

※ 5 月号は病後児の児が間違っていました。訂正してお詫びいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　病後児保育室（山鹿保育園内）☎４３−１２８１
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学 問訪校
小学校・中学校・高校の話題をお届け！

な
○

かよく　か
○

しこく　ど
○

りょくする　
み
○

らいに夢もつ　中富っ子

中富小学校
　　「おはようございます !｣
　今日も朝から子どもたちの明るく元気なあいさつが響き
わたります。4 月 9 日に 14 人のかわいい１年生を迎え、平
成 22 年度は全校児童 94 人のスタートです。
　10 年以上も続く朝の活動はあいさつ運動に始まり、ボラ
ンティア活動、校歌を歌いながらの国旗・校旗掲揚、３分
間走とリズムにのった快適な１日の始まりです。きびきび
とした朝の活動後、学習や運動に励んでいます。
　本校は長年算数研究を続けており、今年の６月 25 日には

17 回目の自主研究発表会を予定しています。子どもたちの
がんばりが笑顔とともに輝く日となることでしょう。
　本校はほかにも花いっぱいのきれいな環境づくりや
PTA・地域が一体となった『土曜開放事業』を行い、学校
教育目標に掲げた〔夢を持ち確かな学力を身に付けた心身
ともに健やかな子どもの育成〕を目指しています。
　今後も家庭や地域と一体となって中富小学校の伝統を守
りながら、さらに発展させていきます。

全校生徒が自主的に走り体力向上、前向きに生徒会活動をしています
鹿北中学校

　

◀
研
究
会
の
様
子
で
す

　

▶
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
を
し
ま
し
た（
土
曜
開
放
事
業
）

　 鹿北中学校生徒会は生徒の自主的活動を重んじ、前向きに取り組む生徒会をめざして日々活動をしています。特に委員
会活動の活性化に取り組んでいます。
　◎体育委員会が体力向上ウィーク
　４月には体育委員会が「体力向上ウイーク」を提案しました。全校生徒が朝から自分のペースで走ることで個々の体力向
上を図ることが目的です。第１回は３日間実施しました。
　ケガや病気などで走ることができない生徒をのぞいてほぼ全員が早朝に登校し、元気よくグラウンドを走りました。
　これまでにも早朝から自主的に走っている生徒たちはいましたが、160 人ほどの全校生徒が朝から一斉に走ったのは初め
てのことでした。
　この取り組みを通して、生徒同士の交流が進み、団結も深まったように感じます。これから体育大会を始め、多くの学校
行事が行われます。全校生徒の絆

きずな

をさらに強くし、一つ一つの行事を大いに盛り上げ、成功させたいと思っています。                                        

　　　

生徒会長　西牟田芙紀　

　　　▲グラウンドを走る生徒
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楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
し
ま
せ

ん
か　
　
　
　
　
　

山
鹿
Ｆ
Ｃ
Ｊ

　
４
年
に
１
度
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

鹿
本
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ　

団
員
募
集

　　
鹿
本
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
は
、
鹿
本
地
区
を
中
心
に
活
動

す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
一
般
吹
奏
楽
団
で

す
。
今
、
木
管
楽
器
・
金
管
楽
器
・

打
楽
器
全
パ
ー
ト
で
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

投
稿

鹿
本
商
工
高
校
の
生
徒
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

鹿
本
商
工
高
等
学
校

　
ご
家
庭
や
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

中
学
校
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉

施
設
で
、
ち
ょ
っ
と
お
願
い
し
た
い

ペ
ン
キ
塗
り
や
換
気
扇
の
取
り
外
し
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、

何
で
も
、
鹿
本
商
工
高
校
の
生
徒
た

ち
が
、
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
受
付
場
所

　
温
泉
プ
ラ
ザ
１
階
に
あ
る
鹿
本
商

工
高
等
学
校
常
設
店
舗
「
か
ざ
ぐ
る

ま
」
店
内
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼

カ
ー
ド
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
う
え
、
次
回
の
来
店
時
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
費
用

　
材
料
が
必
要
な
場
合
、
実
費
だ

け
は
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
先

　

　
鹿
本
商
工
高
校
工
業
科
代
表

　

　
岩
本

　
　
　
☎
46
‐
３
１
９
１

■
練
習
場

　

　
　
　
　
鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
練
習
時
間

　
毎
週
木
曜
日

　

　
　
　
　
夜
７
時
〜
９
時

■
会
費

　
年
会
費

　
６
、０
０
０
円

※
行
事
参
加
費
は
別
途
徴
収
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
楽
器
経
験
者

　

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

　
冨
田
治

　

　
☎
０
９
０
‐
９
４
９
５
‐
６
１
９
１

は
、
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
待
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

　
山
鹿
Ｆ
Ｃ
Ｊ
は
、１
９
９
４
年
発
足
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も

と
、
年
中
さ
ん
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
ま
す
。
年
中
さ

ん
の
サ
ッ
カ
ー
し
て
る
姿
は
か
わ
い
い

で
す
し
、
成
長
し
た
６
年
生
は
カ
ッ
コ

イ
イ
で
す
よ
。子
ど
も
の
成
長
を
、サ
ッ

カ
ー
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
保
護
者
の
楽
し
み
で
す
。

　
体
験
練
習
は
、
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
気
軽
に
連
絡
ま
た
は
見
学
に
来

て
く
だ
さ
い
。

■
練
習

Ｕ
‐
９
（
年
中
〜
３
年
） 

　
　
・
土
曜 

９
時
半
か
ら 

　
　
・
カ
ル
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
ド

Ｕ
‐
12
（
４
年
〜
６
年
） 

　
　
・
火
・
木
曜 

19
時
か
ら

　
　
・
オ
ム
ロ
ン
鹿
陽
セ
ン
タ
ー

　
　
・
土
曜 

９
時
半
か
ら

　
　
・
カ
ル
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
ド

■
連
絡
先

Ｕ
‐
９ 

見
河 

　
☎
０
８
０
‐
３
９
７
０
‐
７
５
５
５

Ｕ
‐
12 

藤
本 

　
☎
０
９
０
‐
７
２
９
７
‐
８
９
９
６

▲山鹿温泉祭「陽・謡・踊」にも参加しました

特
別
販
売
会
、
大
盛
況
!!

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

鹿
本
商
工
高
等
学
校

　
４
月
29
日
・
５
月
１
日
～
５
日
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
常
設

店
舗
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
で
、
特
別
販
売

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
応
援
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
別
販
売
会
は
、
観
光
案
内
所
横
の

広
場
テ
ン
ト
で
行
い
ま
し
た
が
、
い
つ

も
は
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
内
で
営
業
し
て

い
ま
す
。

　
お
店
は
、
ふ
る
さ
と
市
場
に
合
わ
せ

て
、
朝
10
時
か
ら
夜
８
時
ま
で
営
業
し

て
い
ま
す
。
月
・
水
・
金
の
10
時
半
ご

ろ
ま
で
、
土
・
日
は
午
前
中
、
私
た
ち

が
店
頭
に
立
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

▼特別販売会の様子

投
稿

吉岡功治「平小城写真講座」
受講生募集　

　撮影実習と講義、パソコンでのレタッ
チの講座など
■日時　7 月〜 10 月の第２・第４月曜日
　　　　午後1時30分〜4時30分・全8回
■参加費１万８千円・20 人募集中
■場所　旧ＪＡ鹿本平小城支所
■締切　6 月 30 日㈬
■申込み ･ 問い合わせ
　　　…平小城活性化協議会
  　　　　　☎４４- ０５２２

投
稿

投稿
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June

６ 月

案内板
　 
お
知
ら
せ

　

今
年
金
婚
を
お
迎
え
の
ご
夫
婦
の

調
査
を
左
記
の
と
お
り
実
施
ま
す
。

申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

該
当
す
る
人
▽
昭
和
35
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
ま

た
は
同
居
し
、
満
50
年
を
迎
え
る
ご

夫
婦

申
込
方
法
▽

○
山
鹿
・
鹿
北
・
菊
鹿
地
区

　
嘱
託
員
ま
た
は
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て

　
申
込
み

○
鹿
本
・
鹿
央
地
区

　
各
総
合
支
所
へ
直
接
申
込
み

問
合
せ
…
い
き
が
い
推
進
課

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
０
０
５
２

　
　
　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課 

☎
32
‐
３
１
１
１
（
鹿
北
）

☎
48
‐
３
１
１
１
（
菊
鹿
）

☎
46
‐
３
１
１
２
（
鹿
本
）

☎
36
‐
３
１
１
４
（
鹿
央
）

金
婚
夫
婦
該
当
者
調
査

　

６
月
30
日
㈬
は
市
県
民
税
第
１
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の
納
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
人
は
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
６
月
の
夜
間
・
休
日
収
納
窓
口
】

夜
間
▽
６
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬

　
　
　
午
後
５
時
半
〜
８
時

休
日
▽
６
月
６
日
㈰
・
27
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保

育
料
・
介
護
保
険
料
な
ど
を
納
付
す

る
人
は
、
必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
…
税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

市
税
・
国
保
税
の
納
期
と

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

　
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23

年
7
月
ま
で
に
終
了
し
、
す
で
に
開

始
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完

全
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、

テ
レ
ビ
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
買
い

替
え
や
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
、
共
同
受

信
施
設
の
改
修
等
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
早
め
に
地
デ
ジ
対
応
の
準
備
を
し

て
い
た
だ
き
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
、

地
区
嘱
託
員
を
通
じ
て
情
報
企
画
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

質
問
や
相
談
は
、
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
…
情
報
企
画
課☎

43
‐
７
５
５
７

　
　
　 

…
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

　
　

　

現
在
子
ど
も
手
当
を
受
給
中
の
人

は
、
引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
の
確

認
の
た
め
、
６
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
届
出
が
な
い
と
、
手

当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

　
①
印
か
ん

　
②
保
険
証（
受
給
者
お
よ
び
児
童
の
も
の
）

　
③
通
知
書

※
現
況
届
用
紙
は
会
場
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

※
４
月
よ
り
額
改
定
請
求
書
を
提
出

さ
れ
た
人
も
現
況
届
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
…
子
育
て
支
援
課 

　
　
　
　
　
　
　 

☎
43
‐
１
５
１
４

　
　
　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
右
記
記
載
）

子
ど
も
手
当
の
現
況
届

　警察のサポート役として、お年寄り宅を訪問して交通安全や振り込め詐欺
防止を呼びかける「安全・あんしんサポーター」の活動が始まりました。
期間▷平成 22 年４月１日から９月 30 日まで
任務▷高齢者など世帯戸別訪問活動、交通安全教育
　　　および防犯活動等の補助活動など
サポーター▷松山明日香さん（写真：左）
　　　　　　関坂梓さん（写真：右）
問合せ …山鹿警察署交通課　☎４４‐０１１０

安全・あんしんサポーター

古
く
な
っ
た
消
火
器
の
処
分
に

つ
い
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
た
め
に

　

水
道
週
間
は
、
暮
ら
し
の
源
、
水

道
を
考
え
る
期
間
で
す
。
安
心
し
て

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
が
飲
め
る
幸
せ
が

次
世
代
ま
で
続
く
よ
う
、
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

水
道
週
間
つ
い
て

★ ★

　　受付日▷６月１０㈭・１１㈮
　　時　間▷９：００〜１９：００

山鹿地区 本　庁 １階会議室
鹿北地区 鹿北総合支所 市民生活課
菊鹿地区 菊鹿総合支所 市民生活課
鹿本地区 鹿本総合支所 市民生活課
鹿央地区 鹿央総合支所 市民生活課

期
間
▽
６
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

ス
ロ
ー
ガ
ン
▽

水
道
に　

寄
せ
る
信
頼　

飲
む
安
心

　
水
道
局
で
は
、
皆
さ
ん
に
安
全
で
安

心
な
水
道
水
を
送
り
続
け
る
た
め
、
水

道
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
…
水
道
局 

☎
43
‐
１
１
６
１

　

古
く
な
っ
た
消
火
器
の
破
裂
事
故
が

全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
①
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
場
所
や
湿
気

　
　
が
多
い
場
所
に
置
か
な
い
。

　
②
腐
食
が
進
ん
で
い
る
も
の
は
、
絶

　
　
対
に
使
用
し
な
い
。

　
③
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
回
収

　
　
を
行
っ
て
い
る
専
門
業
者
に
依
頼

　
　
す
る
。

※
消
火
器
は
、
一
般
の
家
庭
ご
み
と
し

て
収
集
所
へ
は
出
せ
ま
せ
ん
。

問
合
せ 

… 

総
務
課
☎
43
‐
１
１
１
７

　
　
広
域
消
防
本
部
☎
43
‐
１
１
９
４
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山鹿大橋吉田川橋 バスセンター
山鹿

山鹿ボウル

〈 

有
料
広
告 

〉プロのスタッフがお一人お一人のかなえた
いご要望に合わせてアドバイスいたします。
メーキャップやお肌に自信のない方でも分
かりやすくレッスンいたします。
お気軽にお立ち寄り下さい。

温泉プラザ山鹿３F ☎４３－３５３２ 営業時間AM10:00～PM8:00

自分にあっ
たメーキャップ＆スキンケアレッスンしてみませんか？

コスメティックとみた

＜資生堂化粧品・ディシラ＞

COSMETIC

　国土交通省では、国道３号（吉田川橋～山鹿大橋間約
1,000m）の、防災、景観の向上、歩行空間の確保などを目的
として、平成 22 年度より電線の地中化（無電柱化）を実施します。
　今年度は、山鹿ボウル付近～山鹿大橋間の工事を行います。
　工事は、主に夜間作業（22:00 ～翌 6:00）で、片側交互通
行規制となります。
　工事期間中はご迷惑をおかけしますが、皆さまのご協力をお
願いします。        
問合せ …国土交通省九州地方整備局

電線地中化工事のお知らせ★ ★

　
昨
年
９
月
か
ら
試
験
運
行
を
し
て
い
た

「
深
夜
バ
ス
」を
、好
評
に
よ

り
本
格
運
行
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
深
夜
バ
ス

　

時
間
▽
交
通
セ
ン
タ
ー
24
時
５
分
発

　

料
金
▽
通
常
運
賃
の
２
倍

②
最
終
バ
ス
の
試
験
運
行

　

時
間
▽
交
通
セ
ン
タ
ー
23
時
20
分
発

　

料
金
▽
通
常
片
道
運
賃

路
線
▽
①
②
と
も

来
民
バ
イ
パ
ス
経
由
山
鹿
バ
ス
セ
ン

タ
ー
行
き
（
各
バ
ス
停
に
乗
降
停
車
し

ま
す
）

運
行
日
▽
①
②
と
も

金
・
土
曜
日
（
金
・
土
曜
日
が
祝
日
の

際
は
運
行
し
ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

…
九
州
産
交
バ
ス
㈱
山
鹿
営
業
所

　
　   

☎
44
‐
６
１
１
１

深
夜
バ
ス
・
最
終
バ
ス
の

運
行
を
行
っ
て
い
ま
す

　
熊
本
地
方
気
象
台
で
は
、
５
月
27

日
か
ら
、
気
象
警
報
・
注
意
報
を
、

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
山
鹿
市
に
災
害
発

生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
山
鹿
を
含

む
「
鹿
本
菊
池
」
に
対
し
て
警
報
・

注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、「
山
鹿
市
」
を
明
示
し
て

発
表
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

…
熊
本
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
３
２
８
３

大
雨
な
ど
の
警
報
が
変
わ
り
ま
す

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
」
で
す
。
山
鹿
保
健

所
で
は
、
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止
の
た

め
下
記
の
と
お
り
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実

施
し
ま
す
。
検
査
は
無
料
で
す
の
で
、

感
染
等
の
心
配
が
あ
る
人
（
匿
名
で

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

平
成
23
年
３
月
新
卒
者
対
象

求
人
説
明
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
で
は
、
来
春

新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の
企

業
等
を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の

申
し
込
み
か
ら
選
考
、
採
用
、
受
け

入
れ
に
至
る
諸
手
続
等
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
新
卒
者
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
の

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
採
用
責
任
者
は
こ

の
説
明
会
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
ま
す
）
は
、
こ
の
機
会
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

期
日
▽
６
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

　
　
※
㈯
、
㈰
は
除
く

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　
▽
６
月
３
日
㈭

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
ま
で

場
所
▽
山
鹿
保
健
所

内
容
▽
血
液
検
査

問
合
せ
…
山
鹿
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
４
１
２
１

　
地
元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、

多
数
の
企
業
な
ど
か
ら
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▽
６
月
８
日
㈫
午
後
１
時
半
受
付

説
明
会
▽
午
後
２
時
〜
４
時

　

場
所
▽
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」

問
合
せ

…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
就
職
支
援
部
門

☎
24
‐
８
６
２
６

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興

協
議
会
で
は
、
熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を

よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
韓
国
に
旅
行
す
る
10
人
以

上
の
団
体
に
対
し
て
各
種
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
助
成
事
業
▽

　
①
団
体
利
用
促
進
事
業

　
②
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
助
成
事
業

　
　
こ
の
機
会
に
、
便
利
な
熊
本
〜

　
　
ソ
ウ
ル
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
…
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

　
　
　
　
　
　
国
際
線
振
興
協
議
会  

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
６
５

熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を
利
用
し
て

　
　

韓
国
に
行
こ
う
！

　熊本河川国道事務所交通対策課　☎ 096-382-1111
　　　　 市都市計画課　☎ 43-1591
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住宅型有料老人ホーム(仮称)丘の上ホーム

ケアビレッジ箱根崎 隣接

植 木
インター 至植木

マリン
スイミング

セブン
イレブン

国道３号

宮原バス停 森紙業

有料老人ホーム
丘の上ホーム

至山鹿

ケアビレッジ
箱根崎

ご利用になれる方

・ひとり暮らしの方。
・ご家族が仕事に出ていて
見守りがいない。など

～イタリアの小都市がモデルの新しい住まい～

<お問い合わせ先>
TEL:０９６－２７４－７７００  ケアビレッジ箱根崎内準備室  責任者：山下・西山

天　然　温　泉　の　入　浴　施　設

医　療 、　福　祉　施　設　が　隣　接8 0 室
募集中

　年金事務所（社会保険事務所）の専門官
が相談を受けます。
　年金手帳や年金証書など基礎年金番号が
わかるものと印かんをご持参ください。
　日時▷ 6 月 9 日㈬・23 日㈬
　　　　午前 10 時〜午後３時
　　　　（正午〜午後１時を除く）　　　

年 金 出 張 所 相 談

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る

心
配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の

支
所
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

　

①
一
般
相
談
▽
６
月
４
日
㈮

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
②
司
法
相
談
▽
６
月
11
日
㈮

　
　（
多
重
債
務
・
成
年
後
見
関
係
）

午
前
10
時
〜
正
午

　
③
心
の
悩
み
・
物
忘
れ
相
談
▽

　
　
　
　
　
　
６
月
18
日
㈮
要
予
約

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
社
協
本
所
・
山
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

　

①
一
般
相
談
▽
６
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
②
司
法
相
談
▽
６
月
17
日
㈭

　
　（
土
地
・
登
記
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】　

　

①
一
般
相
談
▽
６
月
２
日
㈬

午
前
９
時
〜
正
午

　
②
法
律
相
談
▽
６
月
16
日
㈬
要
予
約

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
ひ
ま
わ
り
館
☎
48
‐
５
０
６
０

場所▷市役所１階　会議室
年金相談は予約制となっています。
相談日の５日前までに電話で予約をお願
いします。
問合せ …国保年金課

　　　　　　　☎４３‐１５３０

　
ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
・
膀
胱
）

で
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
人

を
対
象
に
ス
ト
ー
マ
専
門
の
外
来
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日
▽
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

相
談
内
容
▽
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
、
排
便

　
　
　
　
　
装
具
に
関
す
る
こ
と
等

※
年
２
回
「
患
者
様
の
集
い
」
を
開
催

問
合
せ
…
山
鹿
市
立
病
院
外
科
外
来

　
　
　
　
☎
44
‐
２
１
８
５
（
内
161
線
）　

【
鹿
本
】

　

①
一
般
相
談
▽
６
月
１
日
㈫

午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」☎

46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
６
月
７
日
㈪

　
②
心
の
悩
み
・
物
忘
れ
相
談
▽　
　

６
月
21
日
㈪
要
予
約

　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
36
‐
３
８
１
１

問
合
せ
…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
３
４

ス
ト
ー
マ
外
来
で
悩
み
を

相
談
し
て
く
だ
さ
い

心
配
ご
と
相
談

　
相
　
談

　
身
体
障
が
い
者
（
児
）
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
事
前
に
予
約

が
必
要
な
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
６
月
17
日
㈭

　
　
　

　
　
　
正
午
〜
午
後
2
時
ま
で
受
付

場
所
▽
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
▽
補
装
具
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　
　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
利
用
に
関
す
る
相
談

問
合
せ
…
い
き
が
い
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
０
０
５
２　

身
体
障
が
い
者
（
児
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　

巡
回
相
談

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を

行
い
ま
す
。

・
青
色
申
告
記
帳
相
談

・
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

そ
の
他
、
税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん

な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不

要
で
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
６
月
７
日
㈪

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

　
　
　

場
所
▽
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問
合
せ
…
鹿
北
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談
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【
中
国
・
無む

し
ゃ
く錫
市
】

　
夏
休
み
期
間
中
に
中
国
の
無
錫
市

大
橋
中
学
校
か
ら
中
学
生
が
訪
問
し

ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
山
鹿
国
際
交
流
協
会
員
の

募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。
国
際
交
流

に
関
心
の
あ
る
人
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

受
入
相
手
▽
無
錫
市
中
学
生
22
人

期
間
▽
８
月
14
日
㈯
〜
17
日
㈫

申
込
・
問
合
せ

…
山
鹿
国
際
交
流
協
会
（
会
長
：
堀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
５
０
５
４

　     

企
画
課

　
　    

☎
43
‐
１
１
１
４

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人

　
　
　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

日
時
▽
６
月
26
日
㈯
午
前
9
時
半
受
付

場
所
▽
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
▽
田
中
和
恵
先
生

　
　
　（
福
祉
レ
ク
ワ
ー
カ
ー
）

会
費
▽
５
０
０
円

申
込
締
切
▽
６
月
15
日
㈫

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
…
や
ま
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　
　
　
　
　
☎
44
‐
３
２
１
２
（
高
宗
）

い
き
い
き
健
康
福
祉
レ
ク
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

障がい者・児相談

　
60
歳
代
前
半
層
を
対
象
に
、
農
業

ス
タ
ッ
フ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

日
程
▽
７
月
12
日
㈪
〜
12
月
17
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
８
日
間
）

場
所
▽
①
ら
ん
ら
ん
ハ
ウ
ス

　
　
　
②
蒲
生
の
み
か
ん
ほ
場

募
集
人
員
▽
20
人

講
習
内
容
▽
み
か
ん
の
基
礎
知
識
、

害
虫
駆
除
と
管
理
、
摘
果
作
業
な
ど

申
込
締
切
▽
６
月
28
日
㈪

問
合
せ

　

…
山
鹿
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
１
８
５
０

　

　
　 農

業
ス
タ
ッ
フ
（
果
樹
）

　
　
　
　

講
習
会
受
講
者

日時▷　第２・４火曜日
　　　　午前９時〜正午
場所▷　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　　　　　　　ひまわり館
問合せ …菊鹿健康福祉センター　　　

　　　　　　　　　☎４８‐４６６６

日時▷　６月 10 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
場所▷　山鹿保健所
嘱託医▷山鹿回生病院
問合せ …山鹿保健所　

　☎４４‐４１２１

日時▷毎週水曜日
　　　午前９時〜 11 時半受付
場所▷山鹿健康福祉センター
問合せ …いきがい推進課　

☎４３‐００５２

精神保健相談 障がい者・児ふれあい相談

　
募
集

成
人
式
実
行
委
員

〜
自
分
た
ち
の
成
人
式
を

　
　
　
　

自
分
た
ち
の
手
で
〜

　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
新
成
人
の
人

　

成
人
式
を
企
画
運
営
す
る
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切
▽
７
月
30
日
㈮

【
成
人
式
】

期
日
▽
平
成
23
年
１
月
10
日
㈷

場
所
▽
山
鹿
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
ア
リ
ー
ナ

申
込
・
問
合
せ
…
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
６
５
１

　
博
物
館
友
の
会
は
、
博
物
館
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
協
力
す
る
こ
と
で
、

地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
日
帰
り
で
の
研
修
旅
行
や
市
内
の
史

跡
見
学
、
会
報
の
発
刊
な
ど
に
よ
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
教
養
を
深
め
て
い

ま
す
。
興
味
や
関
心
の
あ
る
人
は
、
会

員
と
な
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

年
会
費
▽
１
、０
０
０
円

問
合
せ
…
市
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
４
５

博
物
館
友
の
会
会
員

①
ヒ
マ
ワ
リ
迷
路
の
種
ま
き

　
参
加
者
で
一
列
ず
つ
種
を
ま
き
ま

す
。
親
子
や
友
人
同
士
の
参
加
も
大

歓
迎
。
８
月
に
は
満
開
の
ヒ
マ
ワ
リ

畑
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▽
６
月
６
日
㈰

　
10
時
〜
15
時

参
加
料
▽
無
料

募
集
人
員
▽
先
着
40
組

②
古
代
米
（
赤
米
・
黒
米
）
田
植
え

　
古
代
米
を
手
で
植
え
た
後
は
、
手

作
り
の
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
▽
６
月
26
日
㈯

　
９
時
〜
13
時

参
加
料
▽

　
大
人
３
０
０
円
、
子
ど
も
２
０
０
円

募
集
人
員
▽
先
着
60
人

問
合
せ
…
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
46
‐
５
５
１
２

　 方
保
田
東
原
遺
跡
公
園
イ
ベ
ン
ト
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〈 

有
料
広
告 

〉

期
日
▽
８
月
31
日
㈫

会
場
▽
熊
本
県
立
大
学

受
験
資
格
▽
中
学
校
卒
業
程
度
で
飲
食

　
　
　
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以

　
　
　
上
の
調
理
実
務
経
験
の
あ
る
人

願
書
受
付
▽
６
月
14
日
㈪
〜
18
日
㈮

願
書
配
布
▽

　
山
鹿
保
健
所
、
健
康
増
進
課
（
山
鹿
健

　
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）、
各
総
合
支
所

提
出
先
▽
山
鹿
保
健
所

申
込
・
問
合
せ

…
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
☎
0
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

　
山
鹿
保
健
所

　
　
☎
44
‐
４
１
２
１

平
成
22
年
度
調
理
師
試
験

　就職に必要な知識・技能を習得できる職業訓練を実施します。
対象者▷結婚や育児・介護により退職した人や早急な就職を望む人。
参加条件▷
　　　○就職につなげる人
　　　○全期間の参加が可能な人　　　　　　　
　　　○資格試験を受験できる人　　　　　　　　　　　　
日時▷７月 21 日㈬〜８月４日㈬　日曜日を除く
　　　午前 9 時半〜午後 4 半

お
茶
摘
み
体
験
と　
　
　
　
　

　
　

手
揉も

み
茶
作
り
に
挑
戦
！

　
茶
畑
で
葉
を
摘
ん
で
、
手
揉
み
し
て

作
り
ま
す
。ご
家
族
・
お
友
だ
ち
を
誘
っ

て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
▽
６
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
受
付

受
付
場
所
▽
木
遊
館

募
集
人
員
▽
約
20
人
（
予
約
制
）

参
加
費
▽
大
人
１
、２
０
０
円

　
　
　（
保
険
料
、
体
験
料
、
昼
食
付
）

　
　
　
　

小
学
生
以
下
４
０
０
円

　
　
　（
保
険
料
、
体
験
料
の
み
）

…
木
遊
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
２
１
５
０

申
込
・
問
合
せ

　
再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
女
性

の
た
め
の
、
就
職
支
援
講
座
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
▽
７
月
２
日
㈮
〜
９
月
17
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
11
日
間
）

内
容
▽

　
①
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
６
日
間
）　

　
②
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
（
３
日
間
）

　
③
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
２
日
間
）

定
員
▽
20
人

受
講
資
格
▽
次
項
を
す
べ
て
満
た
す
人

　
・
18
歳
以
下
の
子
を
養
育
中
の
女
性

　
・
コ
ー
ス
終
了
後
3
ヵ
月
以
内
に

　
　
就
職
を
希
望
す
る
人

　
・
県
内
在
住
者

受
講
料
▽
無
料（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

受
付
場
所
▽
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　
　
　
　（
熊
本
市
手
取
本
町
８
‐
９
）

受
付
日
時
▽
６
月
９
日
㈬
〜
10
日
㈭

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

問
合
せ
…
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
４
３
０
９

お
母
さ
ん
の
た
め
の

　

再
就
職
実
践
コ
ー
ス

男
女
混
合　

菊
鹿
ビ
ー
チ

　
　
　
　

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

日
時
▽
７
月
６
日
㈫
〜
８
日
㈭

　

午
後
８
時
〜
（
最
終
日
は
決
勝
）

場
所
▽
菊
鹿
多
目
的
研
修
集
会
施
設

参
加
料
▽
１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

申
込
締
切
▽
６
月
15
日
㈫

※
参
加
が
48
チ
ー
ム
に
な
り
次
第
締
切

申
込
方
法
▽
用
紙
に
、
チ
ー
ム
名
・

　
　
代
表
者
名
・
電
話
番
号
を
記
載

　
　
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

抽
選
▽
６
月
28
日
㈪
午
後
８
時
〜

　

　
　
　
　
菊
鹿
公
民
館

※
常
時
女
性
が
２
人
以
上
出
場

…
菊
鹿
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

　
　
　
　
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

�
48
‐
３
１
８
８

申
込

会場▷山鹿市中央公民館
定員▷２０人
受講料▷無料（ただし、検定料は自己負担）
申込期間▷６月 28 日㈪〜７月９日㈮
※詳しくは、お尋ねください
申込・問合せ …( 財 ) 熊本県雇用環境整備協会　　　
　　　　　　　☎０９６‐３８２‐５４４５

パソコン資格表計算３級取得講座 ★★

受
験
資
格
▽

※
Ⅲ
種
試
験

　
平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
中
途
採
用
者
選
考

　
昭
和
45
年
４
月
２
日
〜
昭
和
56
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

職
種
▽
行
政
事
務
・
税
務
・
機
械
な
ど

受
付
期
間
▽
６
月
22
日
㈫
〜
29
日
㈫

第
一
次
試
験
・
選
考
▽
９
月
５
日
㈰

申
込
・
問
合
せ
…
人
事
院
九
州
事
務
局

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
11
‐
１

　
☎
0
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
試
験
・
中
途

採
用
者
選
考
試
験
の
実
施
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＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

６
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
６日㈰ 山鹿回生病院 / さがわ医院 / 幸村医院 岩下薬局
13 日㈰ 上塚外科胃腸科医院 / くりた皮ふ科クリニック まつ薬局 / 岩下薬局
20 日㈰ 東内科小児科医院 / たなか眼科医院 岩下薬局
27 日㈰ もろとみ医院 / 大坂整形外科医院 鹿本中央薬局 / まつ薬局

仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室　☎ 43-1724　
⃞▶一　般

①正・准看護師　17 万 6 千円〜　②介護職員　14 万 9
千円〜　③ケアマネジャー　15 万円〜　④一般事務員　
12 万〜  ⑤調理師　15 万円〜　⑥営業職　17 万 5 千円
〜　⑦運転手　14 万 9 千 5 百円　⑧大型長距離運転手
33 万円〜　⑨施工管理　25 万円〜　⑩接客係　13 万円
〜　⑪タクシー乗務員　11 万 5 千 5 百円　⑫美容部員　
12 万円〜　⑬土木施工管理者　20 万円〜

⃞▶パート

①受付・助手　時給 650 円〜　②売店・フロアー販売
員　時給 650 円　③一般事務員　時給 630 円〜　④顧
客管理　時給 773 円　⑤調理手伝い　時給 660 円　⑥
接客サービス係　時給 660 円〜　⑦配膳、皿洗い、接
客　時給 630 円〜　⑧清掃作業員　時給 650 円
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採用
済みの場合もあります。職業相談室は、勤労青少年ホー
ム１階（市役所裏中央公民館となり）です。   　　

　

催
し

場
所
と
日
時
▽

①
山
鹿
市
役
所
▽　

６
月
24
日
㈭

　
午
前
９
時
半
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
４
時

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
▽
６
月
３
日
㈭
午
後
７
時
〜

場
所
▽
法
事
の
館

　
夢
想
庵

テ
ー
マ
▽
二
胡
を
利
（
き
）
く

　
　
花
み
ず
き
・
鍋
島
由
紀
美
さ
ん
と
仲
間

会
費
▽
５
０
０
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館

　
夢
想
庵

　
☎
43
‐
２
２
１
１

と
も
び
き
塾

問
合
せ

　　　市民プール監視員募集
期間▷６月 19 日㈯〜８月 31 日㈫
対象年齢▷高校生以上
募集人員▷ 10 人程度
募集締切▷６月 30 日㈬（定員になり次第締切）
※電話連絡後、履歴書（写真添付）を持参してください。
　その後、面接により採用します。

　　　市民プールオープン
一足早く夏を先取り！
日時▷６月 19 日㈯ 10：00 〜
場所▷山鹿市民プール
申込・問合せ …九州綜合サービス　　　　　　　　　
　　　　　　　☎０９６‐３６６‐３７７０

　楽しい夏を過ごしましょう★ ★

木
の
住
ま
い
あ
れ
こ
れ
相
談

お
弁
当
配
達
の
お
手
伝
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
高

齢
者
の
人
に
お
弁
当
を
配
達
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
期
間
▽
６
月
末
日
ま
で

曜
日
▽
月
・
水
・
金
の
夕
方

時
間
帯
▽
午
後
４
時
〜
５
時
半
こ
ろ

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
…
社
会
福
祉
協
議
会
山
鹿
支
所

☎
43
‐
１
１
３
４

　
　
　
　
　

　
木
造
住
宅
に
関
し
て
の
疑
問
・
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時
▽
６
月
20
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
ま
で

場
所
▽
道
の
駅
か
ほ
く
小
栗
郷「
木
遊
館
」

問
合
せ

…
あ
や
す
ぎ
家
造
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
幸
の
国
木
材
工
業
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
２
１
８
５

　

鹿
本
地
域
難
病
友
の
会
「
き
ず
な

の
会
」
で
は
、
菊
池
養
生
園
名
誉
園

長
の
竹
熊
宜
孝
先
生
を
お
招
き
し
て
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。
会
員
以
外
の
人
も
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
６
月
23
日
㈬
午
後
３
時
〜

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

ひ
だ
ま
り

内
容
▽

講
演
「
命
一
番
、
金
は
二
の
次
」

申
込
締
切
▽
６
月
16
日
㈬　
　

問
合
せ
…
「
き
ず
な
の
会
」
事
務
局

　
　
　（
山
鹿
保
健
所
内
）

　
☎
44
‐
４
１
２
１

竹
熊
宜
孝
先
生
の
講
演
会

②
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

６
月
25
日
㈮

　
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

　
午
後
０
時
半
〜
３
時
半

問
合
せ
…
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
０
０
５
０
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チヨマツ

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
　までどうぞ（☎４４‐４００４）

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問合せ …本庁総務課監理検査室　☎ 43‐1118

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

４/ ６ 中核作業道荒平田中線開設工事（１工区） 鹿北町多久地内 荒川建設㈱ 21,966,000

４/ ６ 中核作業道荒平田中線開設工事（２工区） 鹿北町多久地内 ㈱戸上建設 23,966,250

４/ ６ 中核作業道迫長谷川線開設工事 菊鹿町長地内 ㈲拓振建設 17,535,000

入札結果の報告（４月分）

⃞▶やまがハンドメイド日和 VOL4
　布物、アクセサリーなどハンドメイドの品が並びます。
　ゆったりとした空間をお過ごしにおいでください。
　場所▷古民家ギャラリー　百花堂（上町）　
⃞▶蔵の神様と遊ぼう　
　蔵跡の広場で、ゴザを敷いて遊びます。
　場所▷風吹きからす（天聴の蔵）　
　※ 日時は、いづれも 6 月 4 日㈮〜 5 日㈯まで
　　10：00 〜 17：00　

※お問い合せは下記まで
　☎０８０‐６４２６‐４５１９（木部）
　☎０９０‐９５６４‐６３６５（すみれ）

⃞▶山鹿を撮る（ＰａｒｔⅠ）
　吉岡功治個展
　転がるアート　豊前街道にて
　前期▷６月１日㈫〜 15 日㈫まで
⃞▶山鹿を撮る（ＰａｒｔⅡ）
　写団　不動岩　
　写真作品展
　４月に結成したばかりのサークルです。
　後期▷ 6 月 16 日㈬〜 30 日㈬まで
　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 〜 21：00（日曜日定休）
                                              最終日は 15:00 まで

６月
開催日 行　事　名 時間 料金
４ 日 ㈮ 八千代座 100 周年記念主催事業　Ｋ i　木 午後 有料５ 日 ㈯

７ 日 ㈪ 山鹿青年会議所 ６月度シニア合同例会 夜間 関係者

９ 日 ㈬ 休館日 — —

10 日㈭ 八千代座 100 周年記念関係事業
PIKADON LIVE 2010.JUNE 夜間 有料

11 日㈮ 八千代座 100 周年記念関係事業　大型人形劇
「エルマーのぼうけん」 夜間 有料

19 日㈯ 八千代座 100 周年記念関係事業
喜劇「嫁も姑も皆幽霊」 日中 有料20 日㈰

26 日㈯ 八千代座 100 周年記念関係事業
幇間　櫻川七好　第二回八千代座公演 昼夜 有料

27 日㈰ 熊本紅白歌合戦 日中 有料

29 日㈫ 八千代座 100 周年記念主催事業
女優　市原悦子の昔ばなし 日中 関係者

30 日㈬「介護問題解決を考える in やまが」 午後 無料

□日　時　６月 11 日㈮
　　　　　19：00 〜
□場　所　八千代座
　　　　
□問合せ　八千代座
　　　　　☎ 44‐4004　

ファミリー向け大型人形劇
　創立 81 年目の人形劇団プー
クによる 46 年間も上演が続い
ている人形劇「エルマーのぼ
うけん」を上演します。
　歴史ある芝居小屋で歴史あ
る公演をご覧ください。
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　5 月 4 日 ( みどりの日）、ゴール
デンウィークの最中にも関わらず、
多数のご来賓の皆さまにご出席い
ただき、新病棟完成内覧会を開
催しました。
　開設者の中嶋憲正市長から

「市民の医療ニーズに応え、市民の安全と安心に貢献できるもの
と確信しています」。本郷弘昭事業管理者から「地域医療連携の
推進と救急医療体制の充実強化に努め、地域中核病院を目指しま
す」とあいさつがありました。その後、参加者はグループに分か
れて新病棟、手術室、集中治療室や新型 CT などの大型医療機器
等を見学しました。
　また、多くの市民の皆さまに新病棟を見学していただきました。
ご多用中のところ、ご見学をいただきましたご来賓と市民の皆さ
まにお礼申し上げます。
　新病棟の稼動により、心臓カテーテル検査を実施し狭心症や心
筋梗塞の診断と治療が可能となります。また、手術室の整備によ
り、整形外科分野の人工関節等の無菌手術等が容易になるなど、
新分野の医療提供が期待できます。さらに、患者様に快適な環境
と癒しを提供できるアメニティの充実を図りました。
　今後は、全職員が地域住民の生命 ( いのち ) と健康への貢献を
使命とした、開かれた市立病院づくりを推進しますので、よろし
くお願いいたします。

山鹿市立病院　事務部長　荒木　隆

Vol.14
新病棟が完成しました

地域住民の生命と健康への貢献を使命として
いのち

基本方針

○患者さま中心の信頼される医療を行います
○診療機能の充実に努め、質の高い医療を提供します
○地域の保健、医療、福祉の連携を推進します
○研修、研鑽に努め医療レベルの向上を図ります
○健全経営に努めます

（新病院完成イメージ図）

Municipal Hospital of Yamaga

山鹿市立病院
〒861-0593 熊本県山鹿市山鹿511番地
電話(代表)0968-44-2185 FAX.0968-44-2420
http://www6.ocn.ne.jp/̃hpyamaga/　

お問い合わせは、健康増進課（保健師）
まで（健康福祉センター内）　　
　　　　　　　　　☎４３‐００５０ 赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報
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　鹿本郡市歯科医師会では、歯の衛生週間にあわせて、
無料歯科健診を行います。
　食べ物の入り口は「口」であり、しっかり噛むこと
で栄養をよりよく吸収してくれます。生活を心豊かに
するおしゃべりや笑いも「お口の健康」があってこそ
です。

●対象となる人　山鹿市在住の人ならどなたでも。
　　　　　　　※ 子どもから高齢者まで OK
●内　容　歯科医師による無料歯科健診および歯科相談
　　　　　希望者へのフッ素塗布
　　　　　歯科衛生士によるブラッシング指導　　
●日　時　6 月５日（土）　14：00 ～ 16：00
　　　　　（受付時間　14：00 ～ 15：30 まで）
●場　所　鹿本生涯学習・健康センター（ひだまり）

無料の歯科健診があります
　平成 22 年度各種がん検診（集団）日程は下記のとおりです。
今年２月に各種健診希望調査票でがん検診の申込みをされた
人には、検診の２週間前には案内状をお届けします。まだ、
申込みをされていない人で ､ 希望する人は、健康増進課まで
ご連絡ください。

■日程　
　鹿北　6 月　9 日㈬〜 12 日㈯ / 鹿北市民センター
　鹿本　6 月 14 日㈪〜 19 日㈯ / 鹿本生涯学習・健康センター
　　　　　　　　　　　　　　　「ひだまり」
　菊鹿　6 月 21 日㈪〜 26 日㈯ / 菊鹿健康福祉センター
　　　　　　　　　　　　　　　「ひまわり館」
　鹿央　6 月 27 日㈰〜 30 日㈬ / 鹿央多目的研修センター
　山鹿　８月実施予定（詳しくは８月号に掲載します）

▷女性特有のがん（子宮頸
け い

がんと乳がん）対策の一環として、今年度対象となる人に、「が
ん検診手帳」と「検診無料クーポン券」を5月下旬に送付していますので、ぜひ、この機
会を利用して、早めに検診を受けましょう。
　　　　　※検診無料クーポン券の有効期限　12月 31日まで。期限が過ぎたクーポンは利用できません

各種がん検診の日程

6
月
は
食
育
月
間
で
す
。
毎
月
19
日
は
食
育

の
日
で
す
。
食
を
見
直
す
日
に
し
ま
し
ょ
う
。
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♣応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の人は、写真とメッセージ、住所、氏名、
　生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送またはご
　持参ください。

♡ぼくからのメッセージ
おじいちゃん、おばあちゃん、
いつもいっぱい遊んでくれてあ
りがとう。これからもよろしく
ね。

    こうたろう

髙田　孝太郎ちゃん
（H19.10.23 生れ）

久原（山鹿）

　　あんな

髙田　杏奈ちゃん
（H22.2.16 生れ）

久原（山鹿）

♡わたしからのメッセージ
なっちゃん、こはるちゃん、
こうたろうお兄ちゃんと早く
一緒に遊びたいなぁ。

赤ちゃん大募集！赤ちゃん大募集！

【山健福】　　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習・健康セ
　　　　　　ンター ひだまり

【ひまわり館】菊鹿健康福祉センター
　　　　　　  ひまわり館

【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北老福】　鹿北老人福祉センター

健康カレンダー
場所の省略表記

6
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
１歳６か月児健診

（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
20 年 10 月 生 ) 13:30
〜 14:00 受付   

 【山健福】

ポリオ予防接種
13:40 〜 14:40 受付

             　【山健福】

母子健康手帳交付
13:30 〜 15:00 受付

     　　【ひだまり】

無料歯科健
診
14:00 〜
15:30 受付  

【ひだまり】

6 7 8 9 10 11 12
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
22 年 2 月・21 年 10
月 生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　【ひだまり】

ポリオ予防接種
13:40 〜 14:40 受付
             　【ひだまり】

13 14 15 16 17 18 19
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

３〜４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿 北・ 鹿 央、22 年 2
月 生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　  　【山健福】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
19 年 2 月生） 13:30 〜
14:00 受付 　【山健福】

20 21 22 23 24 25 26
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

７・８か月児健診
山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、21 年 10
月生 ) 13:30 〜 14:00
受付　         【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿 本、20 年 10 月 生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿 本、19 年 2 月 生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　　【ひだまり】

27 28 29 30
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

　●がん検診（鹿北市民センター）　

　●がん検診（ひだまり）　

　●がん検診（ひまわり館）　

　●がん検診（鹿央研セ）　
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も
わ
が
身
の
内
や
散
る
桜

　

　
　
　
坂
田

　
貞
子

わ
が
耳
を
疑
ふ
言
葉
春
の
風

　

　
　
　
平
野
ム
ツ
子
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４月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　藤本　和輝さん♥中嶋　　薫さん
　　　　　森　　佑貴さん♥井上　奈美さん
　　　　　金丸　知弘さん♥牛島　　瞳さん
　　　　　宮本　憲幸さん♥豊永真由美さん
　　　　　徳田遼太郎さん♥森　　由江さん
　三　玉　鹿瀬島　勇さん♥⻆田　奈穂さん
　大　道　平野　智和さん♥竹下　美希さん
鹿　北
　岳　間　樺　　良和さん♥大山　千尋さん
鹿　本
　来　民　森　　龍矢さん♥城　　智子さん

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　吉本　幸

こ う め

愛さん　宮下真
ま な か

那花さん
　　　　　原　　希

の ぞ み

美さん　野中　虎
こ は る

春さん
　　　　　田中　智

と も や

也さん　森　珈
か り な

里奈さん
　　　　　笠　　結

ゆ い と

人さん
　米　田　池田　光

あ き と

人さん
　八　幡　松永　咲

さ く ら

良さん　青木　沙
さ わ

和さん　　
　平小城　田中ひまりさん
　三　岳　一安　柚

ゆ か

花さん (2 月生まれ )
　三　玉　村上　　羚

れい

さん
　大　道　中山　　蓮

れん

さん　原山あずささん
鹿　北
　岳　間　津田　樹

じ ゅ り

璃さん
　　　　　中島　のあさん (2 月生まれ )
菊　鹿
　内　田　古家　杏

あ ん な

奈さん
　六　郷　小澄　玖

く お う

桜さん

鹿　本
　来　民　一ノ瀬真

ま な き

祈さん　吉村　洸
こ は く

珀さん
　稲　田　星子　大

たいせい

誠さん

◆ おくやみ ◆
山　鹿
　山　鹿　吉里　幸男さん (57)　松本　　進さん (65)
　　　　　村橋　由貴さん (43)
　米　田　吉永　太一さん (25)
　川　辺　松本　範男さん (87)
　八　幡　豊田二三夫さん (80)　髙松　良雄さん (92)
　　　　　米村　敏成さん (79)
　平小城　吉本　イヨさん (81)　牛島　貞子さん (80)
　三　岳　友枝　英子さん (89)　上野冨士夫さん (89)
　　　　　有働四市郎さん (85)
　三　玉　立山冨士夫さん (90)
　大　道　福本シゲ子さん (87)　東田　誠二さん (74)
鹿　北
　岩　野　野口フミ子さん (86)　西牟田　亨さん (87)
　広　見　中島チヨ子さん (83)
菊　鹿
　内　田　河津　敏郎さん (77)
　六　郷　月足　道子さん (74)　青木アサコさん (84)
　城　北　木場　　厳さん (79)　木村　耕副さん (88)
　　　　　田中　正義さん (94)　丸山　君子さん (89)
　　　　　松本マサ子さん (74)　坂本　邦子さん (85)
鹿　本
　来　民　川俣　年行さん (85)　長嶋アサ子さん (62)
　稲　田　吉岡　昭利さん (79)　古里　　雅さん (83)
　　　　　星子　浩子さん (91)　馬場　　新さん (96)
　中　富　田中ハルエさん (97)　後藤　キヌさん (93)
鹿　央
　千　田　富田　邦男さん (79)　山本　武敏さん (93)
　山　内　江藤スヱコさん (97)　井手　幸子さん (87)
　　　　　井手　　礼さん (93)

※４月中の届出受付分を掲載しています

１. 採用年月日および採用予定人数　
　  平成 22 年 8 月 1 日　 5 人程度
　  平成 23 年 4 月 1 日　10 数人程度
２. 採用職種
　  看護師、准看護師
３. 勤務場所
　  山鹿市立病院（山鹿市山鹿 511）
４. 応募資格
　  昭和 35 年 4 月 2 日以降生まれの人で、看護師、
 　 准看護師の免許を有する人、または、平成23年
 　 ３月までに養成機関を卒業し、免許取得見込み
　  の人
５. 応募方法
　  受験申込書は、6 月 1 日㈫から山鹿市立病院総
　  務課で配布または当院ホームページに掲示いた
　  します。必要事項を記入後、持参または郵送に
　  より提出してください。　　

山鹿市立病院で勤務する常勤の看護師・准看護師を募集しています！
６. 選考方法
　  筆記試験（専門試験）、面接試験
７. 選考日時
　  平成 22 年 7 月 3 日㈯　８時 30 分集合　
８. 試験会場
　  山鹿市中央公民館（山鹿市役所横）
９. 募集期間
　  平成 22 年 6 月 1 日㈫～ 6 月 25 日㈮
10. 処遇など
　  具体的な処遇などについては、総務課までお問い
　  合わせください。
　

問合せ …山鹿市立病院総務課　担当  高山・野田
　　　　  ☎ 0968-44-2185
　　　　  E-mai：hp-soumu@city.yamaga.lg.jp
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五
、
大
正
二
年
に
少
女
歌
舞
伎
が
流は

や行
る

　

左
記
の
絵
は
『
水
絵
に
の
こ
す
山
鹿
』
一
教
師
の
心　

明
治
、
大

正
の
風
物
詩
（
大
代
寅
次
郎
画
集　

昭
和
55
年　

熊
本
日
日
新
聞

社
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

絵
の
説
明
文
に
は
「
ち
ん
こ
芝
居　

小
さ
な
芝
居
の
意
味
か
。
大

正
の
は
じ
め
、
木
の
香
も
新
し
い
八
千
代
座
の
人
気
芝
居
の
一つ
に

少
女
歌
舞
伎
が
あ
っ
た
。
人
々
は
こ
れ
を「
ち
ん
こ
芝
居
」と
呼
ん
だ
。

森
峯
吉
一
座
の
久
丸
、
み
ど
り
と
い
う
可か

れ
ん憐
な
美
女
ス
タ
ー
に
あ
こ

が
れ
て
、
町
の
若
い
衆
が
せ
っ
せ
と
楽
屋
通
い
を
し
た
と
い
う
。
舞
台

に
は
ま
だ
電
灯
は
な
く
、
カ
ー
バ
イ
ト
の
鼻
を
つ
く
に
お
い
が
ま
す
席

に
ま
で
充
満
し
て
い
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
大
代
先
生
の
『
山
鹿
文
化
史
年
表
』
に
も
少
女
歌
舞
伎
（
ち

ん
こ
芝
居
）
は
や
る
、
山
鹿
ち
ん
こ
芝
居
、
三
森
徳
太
郎
、
松
本
と

し
子
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
59
年
に
発
行
さ
れ
た
『
湯
の
町

山
鹿
』
に
も
「
熊
入
の
三
森
徳
太
郎
さ
ん
と
い
う
方
が
私
財
を
投
じ

て
少
女
歌
舞
伎
を
作
ら
れ
、
熊
入
、
山
鹿
、
来
民
の
美
少
女
ば
か

り
で
若
い
男
性
の
あ
こ
が
れ
で
、
い
ま
の
宝
塚
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
も

の
が
あ
っ
た
」
と
思
い
出
を
語
ら
れ
た
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ち
ん
こ
芝
居
と
い
う
名
称
を
調
べ
て
み
る
と
、
昔
は
各
地
に
あ
っ
た

子
ど
も
歌
舞
伎
で
、
大
阪
弁
で
小
さ
い
と
い
う
意
味
、
稚ち

ご児
が
な
ま
っ

た
も
の
な
ど
の
説
が
あ
り
ま
す
。
ち
ん
こ
芝
居
を
経
験
し
て
本
歌
舞

伎
の
世
界
で
活
躍
し
た
役
者
さ
ん
も
あ
り
ま
し
た
。
山
鹿
に
少
女
歌

舞
伎
の
劇
団
が
あ
っ
て
、
現
在
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
並
み
の
人
気
が

あ
っ
た
と
い
う
楽
し
い
歴
史
の
一
場
面
の
記
録
で
す
。

　

水
絵
の
八
千
代
座
は
、
電
気
が
入
る
前
の
カ
ー
バ
イ
ト
ガ
ス
で
照

明
を
し
て
い
た
時
代
で
、
ガ
ス
に
火
を
灯と

も

し
て
い
る
珍
し
い
様
子
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
一
枚
の
絵
が
残
る
こ
と
で
貴
重
な
情
報
が
後

世
に
伝
え
ら
れ
た
例
の
一つ
で
す
。

文　

前
山
鹿
市
立
博
物
館
館
長　

木
村　

理
郎

　

参
考
文
献

　
　
『
水
絵
に
の
こ
す
山
鹿
』『
山
鹿
文
化
史
年
表
』

　
　
『
湯
の
町
山
鹿
』『
重
要
文
化
財
指
定
記
念
誌
八
千
代
座
』

▲ ちんこ芝居『水絵にのこす山鹿』より

八千代座から発信する
世界初演ダンス作品

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp
エコマーク認定の再生紙を使用しています

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
　による漢字を使用しています（広聴広報係）

■編集発行
〒８６１‐０５９２
　熊本県山鹿市役所
　総務部秘書課
　広聴広報係
　☎ 0968‐43‐1112
　� 0968‐44‐0373
　（毎月１日発行）

■人口と世帯
人口 57,454 （ + 50 ）
　男 27,071 （ + 43 ）
　女 30,383 （ + 7 ）
世帯数 21,133 （ + 66 ）

４月末現在（前月末比）

　

編
集
後
記

♣
広
報
の
着
地
点
▼
そ
ん
な
壁
に
よ
く
ぶ

つ
か
っ
て
い
た
。
広
報
誌
に
手
本
は
な
い
。

だ
か
ら
担
当
者
が「
こ
れ
で
よ
し
」
と
思
っ

た
時
点
が
着
地
点
▼
行
政
用
語
を
並
べ
た

だ
け
で
も
発
行
す
れ
ば
広
報
か
。
家
に
届
い

た
後
は
鍋
敷
き
で
も
広
報
か
。
手
に
取
っ
て

も
ら
え
ば
い
い
か
。
手
に
取
り
パ
ラ
パ
ラ
と

開
い
て
も
ら
え
ば
い
い
か
。
掲
載
情
報
を
読

ん
で
も
ら
え
ば
広
報
か
。
読
ん
だ
情
報
を

理
解
し
て
も
ら
っ
て
こ
そ
広
報
か
▼
ど
の
地

点
も
同
じ
給
料
で
作
る
着
地
点
。「
ま
ぁ

え
ぇ
か
」
と
手
前
に
着
地
し
後
悔
し
た
こ
と

も
あ
る
が
、
小
さ
な
見
出
し
の
付
け
方
一つ

か
ら
こ
だ
わ
っ
て
い
た
な
。「
コ
ン
ビ
ニ
に
置

い
た
ら
売
れ
る
広
報
を
作
る
に
は
」
と
夜

中
ま
で
激
論
し
た
こ
と
も
。
昔
話
は
こ
れ
く

ら
い
に
…
５
年
も
経
つ
と
時
代
が
変
わ
る
。

一
カ
月
経
っ
た
が
気
分
は
浦
島
太
郎
▼
ド
ラ

え
も
ん
が
い
た
ら「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
を
借

り
て
情
熱
と
若
さ
だ
け
で
広
報
誌
づ
く
り

を
し
て
い
た
あ
の
時
に
戻
る
の
に
。（
千
鶴
）

♠
７
月
号
は
珍
百
景
を
お
届
け
す
る
予
定

で
す
。楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。  

（
た
）

環境保護印刷製品
「水なし印刷」認証番号S33


